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エロスな王子の紅茶係になりました！
～王子様、私の味見はやめてください～
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「ちょっと、ケイトリン？　ケイトリン！　朝の紅茶モーニングティーはまだなの!?」

「は、はーい、ただ今、お持ちします！」

　焼き上がったばかりのほかほかのクロワッサン、美味しそうな匂いのするベーコンとスクランブルエッグ、そしてケイトリンお手製のマーマレードジャム、暖めたティーカップと紅茶の茶葉を入れたティーポットにお湯を注いで、男爵夫人専用の銀のベッドトレイにセットする。

「これでよし……、あっと、いけない、忘れるところだった」

　ケイトリンは慌てて、ミルクピッチャーもトレイに乗せた。男爵夫人──、エロイザ叔母様は必ず紅茶にミルクを入れるから、これを忘れてはいけない。朝の決まり事に一つでも足りないものがあると、一日中、機嫌を損ねることになるからだ。

「じゃぁ、叔母様に朝の紅茶を出してくるわね」

「ケイトリンお嬢様、いつも申し訳ないねぇ。旦那様や奥様が生きていれば、ケイトリンお嬢様にこんなことをさせずにすんだのに」

「いいのよ、メアリー。こうして紅茶を準備するのも楽しいし。あ、と、次はアナベルにモーニングティーを持って行くから、アナベルのカップを温めておいてね」

　ケイトリンが生まれたときからこの家で働いている召し使いのメアリーにニコッと笑うと、エロイザのモーニングティーのトレイをよいしょと両手で持って二階に向かう。

　階段にある窓からは、春のあたたかな日差しが差し込み、ケイトリンの紅茶色ハニーブラウンの髪を艶めかせている。

「叔母様、お待たせ致しました。モーニングティーをどうぞ」

　今ではケイトリンの生まれ育ったこの男爵家の女主人は、叔父の妻であるエロイザだ。

「もう、遅いじゃないの。朝目覚めてすぐに紅茶を飲まないと喉が痛くてかなわないわ。夕べは、ランバート家の晩餐会に出かけたのは知っているでしょう。遅くまでお喋りして喉を酷使したのだから、少しは気を利かせてちょうだい」

「ええ、叔母様、次は気をつけるようにしますね」

　ベッドの上で起き上がったエロイザの膝の上にモーニングティーのトレイをセットし、紅茶を注ぎ入れる。するとケイトリンが自分でブレンドしたアールグレイの茶葉からほのかにベルガモットの香りが立ちのぼった。しばしその香りにうっとりする。

　ケイトリンは、ポットから紅茶をカップに注ぎ淹れる瞬間ときが一番好きだ。

　どんなに辛いときでも、紅茶の香りを嗅ぐとほっと穏やかな気持ちになれるのだ。

「ケイトリン、あなたはほんとになんの取り柄も無いけれど、紅茶を淹れるのだけは合格点をあげるわ。これも私が仕込んであげたおかげね。感謝してちょうだい。まったくあなたは、義兄と義姉に甘やかされてなんの取り柄もなかったのだから。さぁ、アナベルにもモーニングティーを運んであげて。夕べのランバート家の晩餐会で、アナベルは歌を披露したのよ。それはそれは美しい声で、集まった皆さんは聞きほれていたわ。きっと来月、社交界にデビューしたら引く手あまたになるでしょう。いいお相手を見つけてこの家にもお金をいれてもらわないといけないんだから、アナベルのお世話もちゃんとしてちょうだいな」

「はい、叔母様」

　ケイトリンは、紅茶の淹れかたを習ったのはエロイザではなく自分の母からだと言い返したかったが、喉まで出かかった言葉をぐっと飲み込んだ。こういうときに何か言い返すと、余計に言い返されて面倒になることは目に見えている。

「それと今日は王都から仕立屋が早めに来るから、こんな早くに可哀想だけどアナベルを起こしてあげて」

「わかりました」

「今日はね、アナベルの社交界デビュー用のドレスの生地見本とデザイン本を持ってくるのよ。ああ、楽しみだわ」

　ケイトリンは肩をすくめてエロイザの部屋を出ると、ほっと息を吐いた。

　急いでまた階下のキッチンへと向かう。階段の踊り場に飾られていた前の男爵夫妻──、ケイトリンの父と母の肖像画は屋根裏にしまわれ、今は叔父一家の肖像が飾られている。

　この地域の領主であった父と母は、三年前の冬にこの地域一帯を襲った流行病はやりやまいであっけなく亡くなってしまった。ちょうどケイトリンが十五歳の時で、翌年には社交界デビューを控えていた年だった。

　ケイトリンが悲しむ間もなく、父の弟のヘンリーとその妻である叔母のエロイザ、そして娘のアナベルがこの領主館に、すぐに移り住んできた。

　それまで寝起きしていた自分の部屋も、エロイザの指示で従姉妹のアナベルに明け渡し、メイドと同じ三階にあるこじんまりとした部屋に移らされた。

　でも、ケイトリンはそれも仕方の無いことだと思っている。いまや自分は男爵の娘から、男爵家の居候になってしまったのだ。こうして、雨風がしのげる屋根の下で暮らせるだけでもありがたいと思わなくては。エロイザも、ご近所の手前もあるせいか、表だって掃除などの召し使いがする仕事をさせることはない。朝や午後のお茶の用意や、エロイザやアナベルの小間使いのような仕事にとどめている。

　アナベルは、ケイトリンより三つ年下の十六歳だ。ケイトリンの濃い栗色の髪とは違い、エロイザと同じ薄い金髪で、青い目が可愛らしい。ケイトリン自身は、父母が亡くなったせいで社交界デビューも叶わなかったが、エロイザはアナベルを社交界にデビューさせて爵位のあるお金持ちの貴族と結婚させようと目論んでいる。

　この男爵家の領地は、さほど広大というわけではない。日々の生活に困らないほどの収入はあるものの、社交界シーズンを毎年、王都で過ごすような贅沢はできない。でも叔父夫妻は王都にずっと住んでいたので、田舎に引きこもっている生活が合わないのかもしれない。

　それもあって、今年のシーズンにアナベルを社交界デビューさせ、お金持ちのお婿さんを見つけようということらしい。もちろん社交界デビューするのはアナベルだけだ。

　ケイトリンは十九になったばかりだったが、エロイザに言わせると、アナベルとはたった三歳しか違わないが、とっくに適齢期を過ぎてしまっているらしい。父母が存命だった頃に思い描いていた社交界デビューも叶わなくなった。

　今回、エロイザ自身もアナベルのお目付役として王都に行くつもりらしいから、ケイトリンは留守番ということになる。

　そのため二人は今、社交界デビュー用のドレスを何着も新調していて、とても上機嫌だ。

　とはいえ、社交界デビューには沢山のお金がかかる。

　いったい、そのお金をどこから調達したのかとケイトリンは不思議に思っていた。

　エロイザたちは、突然お金が降って湧いて羽振りが良くなったかのように、昼間用の新しいドレス、パーティーや舞踏会用のドレス、それに靴や手袋や日傘のような小物を、王都から仕立屋を呼んでは、次から次へと新調しているのだ。

（一足先に王都に向かった叔父様が知り合いに頼んで工面したのかしら？）

　ケイトリンは、メアリーが湧かしたお湯をアナベルのティーポットに慎重に注ぎ入れながら考えこんだ。

（アナベルがお金持ちのお相手を見つけることを見越しているの？）

　確かにアナベルは可愛らしいが、それでも王都にはアナベルと同じくらい、いや、それ以上に美しく洗練された令嬢が沢山いるだろう。まだ相手さえいないのに、社交界デビュー用のお金を借りたとしたら、大丈夫なのだろうかと心配になる。

　それでも、きっとなにかしら考えがあるのだろう。

　ケイトリンは深く考えるのをやめ、アナベルのモーニングティーをセットすると、また急いで二階に上がった。




「アナベル？　私よ、はいるわね」

　叔父夫婦が来る前までは、自分の部屋だった扉を開けて中に入ると、アナベルはまだぐっすりと眠っていた。いつもこの時間に起きている方が珍しい。

「アナベル、おはよう。叔母様が今日は仕立屋さんが早くにくるから起きてちょうだいって」

　紅茶のトレイをベッドサイトのテーブルに置き、ケイトリンが好きだった花柄のカーテンを開けて部屋の中に朝の爽やかな光を取り込むと、アナベルが不満の声を漏らした。

「ちょっと、ケイトリン、眩しいわよ。それにまだ眠いわ」

「でも、仕立屋さんが社交界デビュー用のドレスの生地とデザインを持ってくるんですって、叔母様が今日は早めに起きてって言ってらしたわ」

「まったく、いい加減にして欲しいわ。ここの領地が貧しいばっかりに私一人に期待が寄せられて。でも、ケイトリンはお婿さんを見つける適齢期もとっくに過ぎてしまっているから、仕方がないわよね。私の方が殿方に好まれる容姿だし」

　ふわぁ～っと欠伸をしながら上半身を起こしたアナベルは、ケイトリンが注いだ朝の紅茶のカップに手を伸ばして眉間に皺を寄せた。

「ちょっと、ケイトリン、蜂蜜を忘れているわよ。晩餐会で歌を歌った翌日は、紅茶に蜂蜜を用意してって言っておいたでしょ。ほんとにケイトリンは忘れっぽいんだから。そんなことじゃ、お城での召し使いなんて務まらないわよ」

「えっ？　お城での召し使い？　それはどういうこと？」

　ケイトリンが驚いて聞き返すと、アナベルはしまったという表情を浮かべた。

　でもそれも一瞬のことで、すぐに口元をきゅっと意地悪く引き上げた。

「あら？　お母様から聞いていなかったの？　私のお婿さん捜しに、年上の従姉妹の居候がいると知ったら、大きな障害になるでしょう。だから、ケイトリンをお城へ行儀見習いとして出仕させるってお母様が言っていたわ。なんでも王宮で、メイドを募集しているんですって」

　ケイトリンはアナベルの言ったことが信じられずに目を丸くした。

「──そんな！　私は何も聞いてないわ。いつから？　それにいつまで？」

　あまりの突然なことに、ケイトリンは青ざめて、どきどきと早鐘を打つ胸に手を当てた。

（ここを出されるの？　生まれ育った家を？　お父様とお母様の思い出の残る私の家から？）

「ちょっと！　頭が痛くなるから、朝から大きな声を出さないでちょうだい。私に聞かれても困るわ。だって、決めたのはお父様とお母様よ……、あ、ねぇ、蜂蜜は！」

　アナベルが最後まで言い終わらないうちに、ケイトリンは急いでエロイザの寝室に向かった。

（私をお城に召し使いに出すなんて、そんな話を聞いたことも承諾した覚えもない）

（お城になど行きたくない。この生まれ育った家を出されるのだけは、どうしても嫌！）

　ケイトリンは、今まで辛いことがあっても泣くまいと思っていたが、それでもこの家から出されると思うと思わず涙がこみ上げそうになる。

（私にできることはなんでもする。掃除でも、畑仕事でも、なんでも──）

（でも、両親の思い出が詰まっているこの屋敷から出されるのだけは嫌……！）

「叔母様！　どういうことですか？　いま──、いま、アナベルが、私がお城で召し使いをするって──」

　急いでエロイザの寝室の扉をあけると、エロイザは焼きたてのクロワッサンをちょうど口に運んでいた。

「まぁ、ケイトリン、ノックもしないなんて行儀が悪いこと！　だからお城での行儀見習いが必要なのよ」

「それは──、お城での行儀見習いってどういうことですか？」

　ケイトリンがエロイザをまっすぐに見つめて問いただすと、エロイザは憮然としてケイトリンを一睨みし、わざと勿体ぶってティーカップにお茶をつぎ足した。

「あなたには、今日、仕立屋が帰ったら話そうと思っていたの。ねぇ、ケイトリン。あなた、まさか一生この家で居候として暮らそうだなんて思っていないわよね？　それがアナベルの結婚の障害になるってことを考えていなかったの？」

「で、でも、ここは私の家でもあって……」

「ほらほら、あなたはそうやって常識がないのだから困ったものね。こんなことは言いたくはなかったんだけど、ここはね、もうあなたの家じゃないの。まだ両親を亡くしたばかりだからと、何も言わずに家においてあげていたのだけれど、私のその優しさがまずかったようね」

「優しさって……」

「ふつうは家庭教師なり、付添婦なり、自分から申し出て身を立てるものよ。アナベルの社交界デビューも来月でしょう。アナベルのお婿さんにあなたのことまで養ってちょうだいって頼めるわけがないじゃないの。年上のオールドミスまで付いているお嫁さんをもらってくれる奇特な紳士がいるわけがないでしょう？」

　エロイザは、やれやれというように首を振りながらティーカップに口をつけた。

「お、叔母様、なんでもしますから。料理でも掃除でも洗濯でも……、だからこの家に置いてくだ……」

「ケイトリン！　そんな召し使いがするような仕事をこれみよがしにさせていたら、ご近所様への外聞が悪いじゃないの。それにこれは決まったことなのよ。王宮の方からあなたを城に召し使いに上げて欲しいと希望があったの。お城で働いて欲しいと、夫のヘンリー宛てに依頼が来たんだから。支度金もたっぷり頂いたし。ああ、でもこれは今までのケイトリンの生活費として受け取っておくわね。いずれにせよ、王宮からの依頼なのだから断れないの。ヘンリーもはじめは渋っていたけど、今は了承しているわ。あなただってずっとこの家の厄介者でいるより、お城で働いたほうがいいはずよ。一週間後にお城から迎えの馬車が来るから、ちゃんと支度しておいてちょうだいね」




　その日の夜、父と母が亡くなってから初めて、ケイトリンは屋根裏の小さな部屋で、朝までずっとむせび泣いていた。
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「お嬢さん、そろそろ王都だよ」

「は、はい！　ありがとうございます」

　ケイトリンを乗せた馬車の御者が、軽快に馬を走らせながら声をかけてきた。

　エロイザに城で働くように言われた日からちょうど一週間後、まる一日かけて城から迎えに来た馬車に乗り、ケイトリンは十数年ぶりに王都であるモントルーシュの景色を目の当たりにして、その華やかさに驚いた。

　水の都、と謳われるだけあり、大きな石畳の道路と並行して街の中のいたる所に水路が張り巡らされ、美しいゴンドラが優雅に行き交っている。

　広場には大きな噴水があり、その周りには多くの人で賑わう市場が立ち並んでいてとても活気がある。

　高級店が並ぶショッピングストリートは、レースのついた小さな日傘や、血統書がついているような品のある犬のリードをもって優雅に散歩を楽しむ貴婦人もいる。

　目に映る王都の景色のどれもが新鮮で、領地から離れるにしたがって沈んでいたケイトリンの気持ちを心もち引き上げてくれた。

　馬車がいよいよ王都の中心に佇む大きな城に向かう。

　このモントルーシュにある城は湖の中に浮かぶ島に造られており、その城の姿は天気が良いと、湖面に映ってとても幻想的だ。国外からも観光客がたくさん訪れるという美しい城だ。

（このお城に住んでいらっしゃる王族も、きっととても優美な方々なのでしょうね）




　とはいえ、ケイトリンはまさか自分がいきなり王族に仕えるとは思っていなかった。大勢いる召し使いの一人として、細々とした雑用をするのだろうと思っている。

　行儀見習いとは名ばかりで、その実、城に奉公に出されたようなものだ。体ていのいいやっかい払いをされたことに、最初は打ちひしがれて一晩中泣き明かしてしまったが、よく考えればエロイザの言うとおり、一生、エロイザやアナベルに疎まれながら、居候としてあの家に暮らすよりはずっといいと思いなおしたのだ。

　なにしろ城は三食付きで、給金ももらえるのだという。

　それにケイトリンと同じように、実家は裕福ではないものの、血筋だけは良い貴族の令嬢が行儀見習いと称して、奉公に出ているらしい。

　同じような境遇の女の子と仲良くなれるかも……

　いよいよ今日からこの王都にある城で働くのかと思うと、不安な反面、わくわくもする。

「さ、お嬢ちゃん、ここがお城の通用門だ。この右奥にある小径を行ったところに小さな建物がある。そこに召し使い用の事務所があるから、手続きしてきなさい。ほら、お嬢ちゃんの入城許可証を渡しておくよ。荷物は部屋に運んでおくから」

「はい、おじさん、ありがとう！」

　ケイトリンはお礼を言うと、入城許可証を受け取って城の小径を進む。少し進んだところで、バラ園のようなものが見えてきた。

「わぁ、さすがお城のバラは綺麗！」

　領地ではお目にかかったことのないような見事なバラがたくさん咲き乱れている。

　ケイトリンは事務所に行く前に、馬車での長旅を癒やしたくて、バラ園を少し散歩することにした。

　仕事が始まってしまえば、なかなか自由な時間もないかもしれない。そうしたら、今が見ごろの初夏のバラを、次はいつ見られるか分からないからだ。

「ちょっと見るだけなら、いいわよね」

　そう自分に言い訳をして、バラ園の奥に進んでいく。

　バラ園は手入れが行き届いており、白やピンク、黄色など色とりどりで様々な品種のバラが咲き誇っていた

「すごいわ。お城に住んでいる人たちは、このバラも毎日、見放題なのね、羨ましいわ」

　香りのよいバラに誘われて、いつの間にかバラ園のかなり奥まで来てしまったらしい。これ以上進んだら帰り道が分からなくなってしまいそうだ。

　そう思ってあたりをきょろきょろと見回した。

　すると、白と目の覚めるような真紅のバラの花が視界の隅を掠めて、そちらに目をやった。

（バラじゃない。人だわ──それも、二人）

　白いクラヴァットを巻いた男性がバラ園の四阿あずまやにあるベンチに寝そべっている。その上から屈みこむように、真紅のバラ──、いや、赤いドレスを着た女性が、横たわる男性に顔を寄せて──。

（なんてこと！　キスしてる！）

　ケイトリンは、驚いて息が止まりそうになった。二人はきっと恋人同士なのだろう。こんなに美しいバラ園なのだから、恋人同士が逢瀬を楽しむのも当然だ。

（邪魔をしてはいけない）

　慌てて引き返そうとしたその時。

「ああっ──！」

　大きな石に躓いて転んでしまった。

　真紅のドレスの女性が振り向いてケイトリンをきっと睨みつけた。するとベンチに寝そべっていた男性が「うーん」と声をあげて身じろいだ途端、その女性ははっとした表情をして、まるで逃げるように小走りに駆けていき、やがて見えなくなった。

　取り残されたのは、ベンチにいる男とケイトリンの二人だけ。

「あれ？　今、ここに誰かいた？」

　男が、気だるげな声でケイトリンに聞いてきた。

　陽に透けて輝く金色の髪、澄み渡る空のように青いアーモンド形の瞳、羨ましいほど長い睫毛。

　どうやら、上着を枕代わりにして昼寝をしていたらしい。白いブラウスのクラヴァットが無造作に緩んでいる。胸元からちらりとのぞく素肌には張りがあり、男らしさを感じてドキドキしてしまう。

　男はケイトリンにお構いなしに、髪をくしゃっとかき上げ、まるで猫のように伸びをする。

「い、今さっき、真紅のドレスを着た女性が、ここで、き、キスを──、あなたに」

　恋人同士なら、なぜ逃げてしまったのだろう。不可解な女性の行動に、なぜだかわからずに地べたにへたりこんだまま口をぱくぱくさせる。

「真紅のドレス？　ああ、きっとワイス未亡人だな……。巻いたと思ったのに、またキスされたのか。まったく、おちおち昼寝もできないな。で？　君は？　君も僕にキスしに来たの？」

「まっ、まさか！　そんなことあるわけ……、きゃっ」

　男は徐おもむろに立ち上がり、ケイトリンに近づくと腕をつかんで軽々と引き上げた。その反動で逞しい胸に顔が当たってしまう。

　かなり背が高い。それに日向の草原のような匂いがする。

「ほら、いつまでもしゃがんだままじゃ、ドレスが汚れるよ」

　見下ろされた瞳は、悪戯っぽく煌めいて、ケイトリンの心がきゅんと疼く。

「君も僕とキスしたいの？」

　その言葉に耳までのぼせてしまいそうになった時、目の前がいきなり翳る。

　彼がケイトリンの顎に手を添え、口を近づけてきた。そっと顔を傾けて──。

　ふにゅ。

　唇に柔らかい何かが触れた。

　ケイトリンは、驚きすぎて目を見開いたまま身体が棒のように硬直して動けない。

（わたし、わたし──……）

（嘘でしょう？　キスされている──!?）

　男性のものだというのに、その唇はまるで綻んだばかりのバラの花びらのように滑らかだ。

「んっ、ふぁっ……」

　舌先で軽く唇をなぞられた瞬間、背筋にぞくぞくっと震えが走る。

　すると、彼の口がゆるやかに微笑んだ気がした。

　力を失ったケイトリンの唇から、くちゅっと粘膜が触れ合う水音がして、生温かいものが口腔に這入はいって来る。ゆっくりと小さな舌に絡みついて、花びらを擽るように舌を擦り合わされた。

「ふっ、んっ……」

　気持ち、いい……。

　一人で立っていられないほど、下腹部がじんと痺れ、蕩けるような甘さが口の中から全身に伝わっていく。ふらりとよろけたケイトリンの腰をぎゅっと引き寄せて、さらに口づけを深めてくる。

　心臓がありえないほどどくどくと早鐘を打っている。

　庭園に漂う甘いバラの香りと唇の生温かい柔らかな感触が、ケイトリンの身体の奥に潜むものを疼かせていく。今まで経験したことのない、未知でぞくぞくするような感覚……。

「──どう？　僕のキスは？」

　ちゅっと名残惜しむように軽く啄まれてから、唇がそっと離れた。

　覗き込まれた彼の青い瞳が、悪戯な子供のように揺らめいている。

　見る見るうちにかぁっと頬が熱くなる。

（──わ、わたし、からかわれたんだわ。この人に）

　しかも、生まれて初めてのキスを奪われてしまった。見ず知らずの男性に。そのうえ、気持ちいいとさえ感じてしまったのだ。

「もっとしたい？」

　パシン！

　手が勝手に動いて、男の頬を打っていた。

　男は驚いて、アーモンド形の青い瞳を大きく見開いてケイトリンを凝視している。

　キスを強引に奪われたのはケイトリンの方だ。なのに、あまりに男が、ただ純粋に、頬を打たれたことに意外な顔をしているのだから、まるで自分の方が悪いことをした気になった。

「……わ、わたし……」

　ケイトリンは、理不尽な罪悪感に、急いで踵きびすを返して、男の前から逃げ去った。

（どうしよう、なんてことをしてしまったの？）

　生まれて初めて、人をひっぱたいてしまった。

　いや、ひっぱたいてしまったことよりなにより、キスされてしまった。

（悪いのは彼のほうよ。いきなりキスするほうが悪いに決まっているわ）

　庭園からだいぶ離れたところで、ようやく駆け足をゆるめ、弾む息を抑えながら歩き出す。

　ありがたいことに、無我夢中で走ったものの、いつのまにか庭園を抜けて、元の小径に戻っていた。

　走ったせいなのか、それともキスされたせいなのか、ばくばくと高鳴る胸を押さえるように何度か深呼吸をした。

　なんとか落ち着きを取り戻したところで、彼への怒りが込み上げてくる。

（──なんて不躾な人なのだろう）

　彼は城に務める文官なのだろうか。貴族の紳士だったらあんな風に、いきなり唇にキスするなどという破廉恥なことはしないはず。

　しかも大抵の殿方であれば、日中は仕事をしている筈なのに、あんなところで昼寝をしてサボっているなんていったいどういう人なのだろう。

（でも、きっと女性にはとてもモテるんだわ）

　昼寝をしていても、女性に付きまとわれてキスされてしまうほどに……。

　さっきの彼の青い瞳を思い出して、ケイトリンは思わず胸がきゅんとときめいてしまい、慌てて彼の面影を消すように頭をふるふると振った。

（心をくすぐるようなあの瞳に騙されてはダメ）

　彼は、女性に付きまとわれていたのではなく、きっと庭園の奥でこそこそと女性と逢い引きしていたのだろう。仕事をさぼっていたに違いない。

　その言い訳に、女性からキスされたと言うなんて、殿方としては最低だ。

　あまつさえ、ケイトリンにも「自分にキスしたいの？」と聞いてくるとは、なんて自惚れが強い人なのだろう。

　おそらく王都には彼のように軽薄な殿方も多いのだ。

（うん、きっとそう。気をつけなくちゃ）

　あんな女たらしのような男に、目を付けられないようにしなければ。

　小さな事務所の建物が見えると、ケイトリンはほっとして、あの男性から少しでも遠くへと逃げるように小走りで建物に向かっていった。










第二章











「おはよう、あなたがケイトリンね。ほんとによかったわぁ、あなたが来てくれて。私はここの管理を任されているアメリアよ、よろしくね」

「あ、あの、おはようございます。私はケイトリン・ベルフォードです。今日からよろしくお願いいたします」

　仕事の開始は翌日の早朝からだった。

　ケイトリンは、城の正式なメイドに支給される淡いブルーのドレスに白いフリルのついたエプロンをして、指定されたキッチンに向かう。城にはキッチンがいくつもあり、ケイトリンが来るように言われたのは、専用の身分証がないと入れないエリアにある王族専用のキッチンだった。それも紅茶の準備専用のキッチンだ。

　王族には、ひとりひとりの好みに応じて、紅茶を提供する専用の紅茶係ティーレディが付くらしい。

（王族専用のキッチンに来るように言われたからには、私も王族の紅茶係ティーレディになるのかしら？）

　ここを取り仕切っているアメリアは、三十をすこし超えているのではないかという女性だ。しっかりした感じで頼りがいがありそうだ。

「今日から、あなたには王族の専属紅茶係ティーレディとして勤めてもらうわね。これから毎朝、ある王族に朝のベッドティーを持っていってほしいの。知ってると思うけど、ベッドティーは目覚めの紅茶ね。朝食はお召し替えの後、別の場所にご用意されているから、ベッドティーは紅茶だけでいいわ。そのあとは十一時頃、執務の合間にティーブレイクがあるの。昼食の後は三時に午後のお茶、そしてご要望があれば、夜に寝る前のナイトティーね。毎回同じ茶葉ではだめ、お好みやその日に飲みたいものを聞いたりして、違うものを準備して。お茶を淹れるだけじゃなくて、茶葉のセレクトや発注、ティーセットの管理もすべてお願いね」

「は、はい。分かりました」

　一日中、紅茶の準備に追われそうだと思いながらも大好きな紅茶と関われると思うと嬉しい。

　それに、まさか自分が王族の紅茶係になるとは思ってもいなかった。

（もしかして、今から王妃様や王女様へ朝の紅茶をお出しするのかしら？）

　ケイトリンは、しばしうっとりして王妃様や王女様を思い描いた。

　遠くから眺めることさえ叶わない雲の上の人だったのに、毎朝、この国の誰よりも早く、そのご尊顔にお目にかかれると思うと、誇らしい気持ちになる。

「今朝は私がここにベッドティーを用意しておいたから、明日からは準備からお願いね」

「はい、ありがとうございます。あ、えっと……、ミントの葉はありますか？」

「ええ、ここにあるけど……？」

「では、少し頂戴して持っていってもいいですか？　お茶を注いだ時にミントの葉っぱを一枚浮かべると、その香りだけでも朝は目覚めがよくなるので……」

　遠慮がちに言うと、アメリアがいたく感心している。

「まぁ～、目覚めが……？　ああ、ほんとうに、そんな細かいところに気が付くなんて、素晴らしいわ、ケイトリン！　ぜひ、お願いするわ。目覚めがよくなることなら、何でもしてちょうだい」

　ケイトリンの手をぎゅっと握って、感動に打ち震えているようだ。

　ミントの葉っぱぐらいで大袈裟すぎやしないかと思ってしまう。

「あ、あの、それで、私は王族のどなたに紅茶をお持ちすればいいのでしょうか」

　そう聞くと、アメリアは握りしめていた手をぱっと放して、鼻をぴくぴくっとヒクつかせた。

「ああ、えーっと、あ、そうそう！」

　ケイトリンの質問には答えずに、突然思いついたようにパンと手を叩く。

「あなたはあの侍従のウィルキンソンさんについて紅茶を持って行ってくれる？　それとね、朝はベッドティーをセットして紅茶を注ぐだけじゃないの。朝の紅茶係は王族を起こす役目もあるのよ。さ、あなたには期待しているから頑張って！」

　はいこれ！　といって銀のベッドトレイを渡される。トレイには、白磁に金の縁取りがあり、側面には王家の紋章が描かれているポットとティーカップがある。ポットからふわりと漂う茶葉の香りに最高級の茶葉だと鼻でわかる。

　さすがは王族に献上される紅茶だ。

　ケイトリンも喉から手が出るほどこの茶葉で淹れたお茶を飲んでみたいと思う。きっと、味見で紅茶をテイスティングすることもできるだろうから、本当に良い仕事にあたってよかったと嬉しくなる。

「では、参りますよ。お心構えはよろしいですか？」

　鼻眼鏡をしたベテランそうな侍従のウィルキンソンが、ケイトリンを一瞥すると少し不安げに眉を曇らせた。

「は、はい、お願いします」

　ウィルキンソンのその様子にケイトリンは背筋をピンと伸ばした。ケイトリンがちゃんとできるのか不審がっているようだ。

　侍従を安心させるように、いかにも手慣れた手つきでベッドティーをティートロリーという持ち手と小さな車輪のついた紅茶専用のワゴンに乗せ、支度を整えた。熱いお湯もポットにある。

　これで完璧だろう。

　初日から王族に粗相そそうをしてはいけない。

　エロイザやアナベルとは違うのだ。穏やかに、上品にお目覚めのお声がけをし、完璧にベッドトレイをセットして紅茶を注ぐ。最高の目覚めの一杯を提供するのだ。

　それこそ、ケイトリンの腕が鳴る。

（きっとウィルキンソンさんは見るからに田舎者の私がちゃんとできるのか心配しているに違いないわ）

しかしケイトリンだとて、田舎の領地では、毎朝三人分のベッドティーを用意していたのだ。王族とはいえ、ケイトリンの担当は一人らしい。ならば、心を込めて完璧にお支度しよう。

　ケイトリンはウィルキンソンに、にこりと微笑みながら用意ができたと頷いた。

　なのに彼は、あからさまにはぁ～と溜め息をついて、ではこちらへとぼそっと呟き、ケイトリンを先導して歩き始めた。

　心なしかその足取りが重いように感じるのは思い過ごしだろうか。

　ウィルキンソンに先導されて、ベッドトレイののった銀のティートロリーをころころと押し、城の入り組んだ回廊を進むと、二人の近衛騎士が守る扉があった。

「おはようございます！」

　元気よく声をかけると、なぜか近衛騎士が二人ともケイトリンを見て、憐みの目を向けてきた。

（──ん？　なんだろう？　気のせい？）

　そう思ったのも一瞬で、近衛騎士はすぐに目で頷くと、重厚な扉をぎぎっと開けてケイトリンと侍従のウィルキンソンを中に入れる。その中には控えの小部屋があり、今度はウィルキンソンが扉をそっと開けてケイトリンを中に促した。

　その奥には豪奢な広い居間があった。

　大きな部屋に取り揃えられている家具は、シンプルながら金とブルーで統一されてどことなく男性的だ。

「あの、ちょっと教えてください。こちらにいる王族って、どなたなのでしょうか……」

「こちらにいらっしゃるのは、畏れ多くもわが国の第一王子、世継ぎの君であらせられるレオナルド・アーサー・ガブリエル・モントルーシュ三世殿下です」

「え……？」

（王子殿下!?）

（私は王子様の、しかもこの国の世継ぎの王子様の専属紅茶係ティーレディになったの!?）

「さ、ケイトリン殿。時間がもうありませんぞ。寝室はあちらの扉の奥にあります。ベッドティーの時間は十分じゅっぷんしかありませんぞ。その間に王子をお起こしして、朝の紅茶をせめてひと口だけでも飲ませないと。私はこちらで控えておりますから王子が起きたら声をかけてください。さ、ほら、さぁ！」

　なぜか少し怯えているようなウィルキンソンに戸惑いつつも、ティートロリーを押して、寝室の扉から中におそるおそる入ると、後ろでバタンとドアを閉められた。

「あ、ちょっ……」

（──ん、もうっ。いったい何なのだろう？）

　振り返って部屋を見ると、突き当たりには壁一面に大きな窓があり、薄いレースのカーテンから朝の陽光が差し込んでいる。

　部屋の中央には男性が二、三人寝ても十分なほど広い寝台があり、真ん中のあたりで薄い上かけが盛り上がり、蜂蜜が零れたような金の髪が枕の上できらきらと輝いている。

（だけど、だけど──！）

　ケイトリンは、悲鳴をあげそうになったのを慌てて呑み込んだ。

　金色のふわふわした頭の下方には、一糸まとわぬ素肌の背中が露わになっている。

　全体的に均整のとれた肢体はしなやかで、山猫のように敏捷びんしょうそうだ。

　うっすらと健康的に日焼けした張りのある素肌が、陽の光を受けて、端正な筋肉の盛り上がりを際立たせている。

　広い肩から延びる無駄のない腕の筋肉が目に入った。うつぶせのまま枕を抱いて、ぐっすりと眠っているようだ。

（──しかも！）

　ケイトリンは口を魚のようにパクパクさせた。

（は、裸で寝ている！）

　レオナルドはどうやら昨夜は、お疲れだったのか裸のまま御寝ぎょしんしてしまったようだ。

　上掛けが腰のあたりまでしか覆われていない。

　ぎりぎり上掛けが引っかかって、程よく盛り上がっているのは、レオナルドのお尻……！

　あとほんのちょっとでも動いてしまったら、お尻が丸見えになってしまいそうだ！

　ケイトリンはかぁっと頭に血が上り、茹ゆだってのぼせてしまいそうになった。ティートロリーはそのままで、慌てて扉を開けてウィルキンソンの待つ部屋に戻る。

「おお！　ケイトリン殿、もう王子を起こすのに成功されたのですか？」

「い、いえ、違います。あの、たいへんです！　お、王子様が……！　王子様が、は、裸で寝ています！」

　するとウィルキンソンは、はぁ～と首を振りながらまた溜め息をついた。

「ケイトリン殿、そんなことに召し使いがいちいち気を取られていては、王子を起こすことなどできませんぞ！　そんな事は日常茶飯事、いつも王子は何も身に着けずにお休みになります。そこを起こすのが臣下であるケイトリン殿の役目！」

「そんな！　いくら何でも裸の男性なんて無理です！　ウィルキンソンさんの方こそ、男同士でしょう。王子を起こしてくださらないのですか？」

　すると彼はぞっとした顔をした。

「なんという恐ろしいことを！　王子は一見、線が細そうですが、みてのとおりしっかりとした筋肉を持っておいでです！　一見、やわそうに見えますが、ああ見えてかなり鍛えているのですぞ。剣や弓の腕前など右に出るものがいないぐらいで。これまで私や近衛が起こそうとすると、男だと病院送りになる者ばかり。しかも王子は寝ぼけているのだからたちが悪い。その点、女性だと本能でわかるのか、王子も寝ぼけながら投げ飛ばしたりはしません！　その代わりに枕がいくつか飛んできたり、毛布でぐるぐる巻きにされたりすることもあるでしょう。ですが、それが何だというのです。病院送りに比べれば屁でもない。それなのに、今までの召し使いはプライドばかり高い貴族の娘がほとんどだ。王子に侮辱されたといって何人の紅茶係が辞めていったことか」

「そんな！　わ、私だって、一応、領主の娘でした。王子様とはいえ、裸の殿方を起こすなど……」

　するとウィルキンソンは、まるで魔王かなにかのように尊大に笑う。

「ふはははは！　ケイトリン殿。あなたのことは事前に調べさせていただきました。あなたの保護者代わりの叔父夫妻が、あなたを雇う見返りとして、たんまりとお城に支度金を要求したのをご存知ですか？　もしこの仕事ができないというのなら、その支度金を全額返納してもらいますぞ」

「ええっ！　そんな……」

　　支度金など、ケイトリンは一銭だって受け取っていない。

　ここに持ってきた荷物だって、今まで擦り切れそうになるほど着まわしていたデイドレスや下着ばかり。小さなトランク一つで、ほとんど着のみ着のまま城に奉公に来たといっても過言ではない。

　ここにきて、召し使い専用の制服や洗面具、下着やストッキングまで支給されて飛び上がって喜んだほどだ。

　なのに支度金を要求したなんて、叔母たちはいったい何に使ったのだろう。

　思い当たることは一つしかない。

　城に来る前、アナベルやエロイザは社交界デビュー用だといって、王都から仕立屋を呼んで、盛大に買い物をしていた。

　ケイトリンの支度金でアナベルの社交界用のドレスを新調していたのだ。

「さぁ、ケイトリン殿、いかがされますかな？」

「私は支度金なんて受け取っていません。全部、叔母様が……」

「では、お帰りになると？　叔母上殿に支度金を全額返納していただきますか？」

「うっ……、い、いいえ。いいです。わかりました……」

　自分は一銭もその支度金を使っていないのに理不尽この上ないが、ここでケイトリンが城を辞めて仮に叔母たちの元に戻っても、すぐにどこかに働きに出されてしまうだろう。

　ならば、大好きな紅茶の仕事ができる城の方がまだましだ。

　裸の殿方であろうとも、世継ぎの王子だ。無体なことをなさるはずがない。

　この国の王子は眉目秀麗だともっぱらの噂だ。

　その容姿は美しく輝かんばかりで、誰をも魅了するという。

　王子が通り過ぎた後は、あまりの煌びやかさに金の粉が舞っていたという逸話まであるほどだ。

　ケイトリンのような田舎者とは違う、とても高貴な王子なのだ。

（優雅にお声をかけて、お起こしすればきっと大丈夫！）

　ウィルキンソンは、ちょっとばかり大袈裟に言っているだけだろう。

　ケイトリンは、自分を勇気づけるように頷くと、振り返ってまた扉をそっと開ける。

　おそるおそる部屋に入ると、レオナルドは先ほどの体勢のまま、まだぐっすりと眠っていた。

　ケイトリンはほっとして、なるべく足音を立てずにそろそろとベッドの端へと近づいていく。

　裸で寝ているからだろうか、爽やかな石鹸の香りがほのかに漂い、どきんとする。

（なんて素敵な香りなんだろう）

　思わず鼻孔いっぱいにその芳しい香りを吸い込んでしまう。

（──って、ちょっと待って。今はうっとりしている場合ではない）

　そう思うのに体は正直で、レオナルドの爽やかな香りを嗅いだだけで、腰から下が蕩けてしまいそうになり、よろよろとベッドに近づいた。

（だめよ、ケイトリン！　私は召し使いよ！　邪よこしまな想いを抱いてはいけない！）

　ごくりと喉を鳴らし、勇気を振り絞っていよいよベッドのすぐ脇で脚をとめた。

　ともすれば上ずってしまいそうな声を、深呼吸をしてから何とか口から出した。

「お、王子様、おはようございます、お目覚めの紅茶をお持ちいたしました……よ？」

　そう声をかけるも、微動だにしない。

（もしかして、声が小さすぎて気が付かなかったのかしら？）

「お、王子様？」

　少し声のトーンを上げてみるがなんの反応もない。柔らかな髪の毛さえも、ぴくりとも動かない。

（──どうしよう、困った）

　早く起きてもらわないと、ちょうど飲み頃の紅茶が冷めてしまう。

　それになにより、ウィルキンソンに大目玉を食らってしまいそうだ。

　目覚めの紅茶の時間も十分ほどしかないと言っていた。もうとっくに五分を過ぎてしまっている。

「お、王子様、王子様……？　レオナルド王子様？」

　すこぅし、口をレオナルドの耳元に近づけて僅かに声を張り上げてみる。

「──ぅるさい……」

「ひっ！」

　ケイトリンは驚いて慌てて一歩、後ずさった。

（──いま、うるさいって仰った？）　

　眉目秀麗で爽やかな笑顔を絶やしたことがなく、その笑顔を向けられれば赤子でさえも一瞬で泣き止むと言われるほどの王子が、こんな凄みをきかせたような声で？

　どうしていいか分からずに戸惑っていると、扉がぎっと開き、ウィルキンソンが顔を覗かせて早く早く！　と、懐中時計を見せて時間がないことをアピールし、顰めっ面を向けてからバタンと扉を閉めた。

（もうもう、時間がないことは分かっているわよ！）　

（だったら自分で起こせばいいじゃない。ウィルキンソンさんの意気地なし！）

　でも、こうなったら、覚悟を決めるしかない。

　相手は従妹のアナベルだと思えばいいのだ。アナベルだって、とても寝起きが悪かった。　

　ケイトリンは思い切って、レオナルドの肩に手を置いていつもアナベルにしていたように揺さぶってみる。

「王子様！　もう朝ですよ、起きてくだ──」

　ゆさゆさと揺さぶったところで、レオナルドがごろんと寝返りを打った。

　どうやら効果てきめんのようだ。

　やっとお目覚めになったのかと思いきや、ケイトリンの顔にいきなりばふんっと何かが飛んできて後ろに数歩よろけてしまう。

　しかも飛んできた白い物体は……。

（──枕だ！）

　田舎育ちの賜物だろうか。

　運動神経はかなりいい方だ。よろけたとはいえ、咄嗟に受け止めた枕をみて驚愕する。

（嘘でしょう？）

　この国の至宝とも言われる高貴な王子様から枕を投げつけられてしまった。

　それが身に余る栄誉なのかどうなのか分からないが、それよりもケイトリンは目の前の肢体に目のやり場がなくなってしまう。

　顔は向こう側を向いているのでよく分からないが、胸の筋肉が程よく盛り上がって、小さな二つの乳首が丸見えになっている。

　ケイトリンは思わずごくりと生唾を呑み込んだ。

　生まれてはじめて殿方の、乳首を見てしまった。

（それもこの国の王子様の！）

　下賤な者どころか、お姫様だって目にすることの叶わない、高貴な至高の乳首だ。

　よく見ると、そこだけ周りの素肌の色と違い濃いベージュ色だ。

　おまけに、まるで極上のシルクのように滑らかそうだ。

　いつの間にか口の中に唾液が溜まり、またごくりと呑み込んだ。艶めいた男の色気を感じてしまい、ますます鼓動が早まっていく。

　盛り上がった胸板からは程よく割れた腹筋が続き、その下にはきゅっとへこんだ意外にも小さくて可愛らしいお臍、そして、そして──。

　引き締まった腰の下方には、髪の色よりも濃く、優雅な雰囲気のあるレオナルドには似つかわしくない、野性的な金色の繁みが密集して……。

（そこはもしや、あの部分ではないの？）

　前に本で読んだことのある、乙女を惑わすというもの、男性だけがもっているという不適切極まりない物体ではないだろうか。

　その物体は、ぎりぎりセーフのところで、上掛けにひっかかっている。とはいえ、なんだが棒のような長い縦筋たてすじがうっすらとゆるく浮かび上がっていて、そこだけ禍々まがまがしく卑猥ひわいに盛り上がっている。

　おそるおそるその物体を観察していると、それは唐突にぴくりと動いた。

「い゛やぁ──！」

　思わず持っていた枕をレオナルドめがけて、思い切り叩きつけてしまった。

　ばすんっ！

　見事にクリーンヒットした。さらに田舎育ちの賜物だろうか。勢いが余ったのか、羽枕が綻び、中にあった羽がふわふわと宙を舞った。

　あろうことか、この国の世継ぎの王子の顔面に、枕と羽がのっかっている。

「あ、あの……」

「……くっそ……」

　ま、まずい……。

（私ったら、この国の王子様プリンスに枕を──）

　ケイトリンは、まるで奇怪きっかいな動物に出くわしてしまったときのように、レオナルドの顔面めがけて枕を投げつけてしまったことに蒼白になる。

　そろそろと後ろ脚を引き、逃げようとするもレオナルドの全身から発せられている怒りのオーラに搦めとられて、思うように足を動かすことができない。

（もしかして、王子様は魔法が使えるの？　いいえ、そんなことはあり得ない）

　顔を見られないうちに、隣の部屋に逃げなくてはと焦る。

　それでも、謝りもせずに逃げたら不敬罪で捕まってしまうかもしれない。

　狐疑逡巡こぎしゅんじゅんしていると、レオナルドが枕をどかそうと顔に手を伸ばした。

「……いったい誰に向かって枕を投げつけたのか分かっているんだろうな……」

　爽やかな石鹸の香りからは、想像だにできないほど不機嫌そうな声が、ケイトリンの鼓膜の奥にまで地鳴りのように響き渡る。

「ひっ……」

　いよいよ身の危険を感じて一歩、後ずさろうとしたとき、ぐいっと腕を引かれ、ベッドに組み敷かれてしまう。

　ばすん。

　寝台に沈められ、突然のことに驚いて目を丸くする。

　すぐ目の前に、空色をしたアーモンド形の印象的な瞳があった。

　そう、昨日、庭園でみた男と同じ瞳だ。

「……あれ？　君は昨日の──？」

「あ、あなたは、昨日の──！」

　二人の声が重なった。

「俺をひっぱたいたやつ！」

「私にキスした無礼な人──！」

　二人とも驚いて、しばし見つめ合う。

　すると衝撃を受けているケイトリンより先に、レオナルドがにやっと意地悪く微笑んだ。

「なるほど、君が僕の新しい紅茶係か」

　レオナルドの手がケイトリンの手首をさらにぎゅっと掴んで、まるで小動物を捕らえたかのようにベッドに押し付ける。

「──ひっ」

　ケイトリンは、今のこの状況に驚愕する。

　あろうことか、この国の世継ぎである王子のベッドに組み敷かれてしまっている。しかも、しっかりと手首を固定され、微動だにできない。

　ケイトリンは、身の危険を感じてひくりと喉を鳴らした。

　するとレオナルドの空色の瞳がすっと細くなる。

（もしかしてぶたれる？）

　ケイトリンの手首を握っていたレオナルドの片手がふいに離れた。その手がさっと目の端に映り込むと、ケイトリンは頬を打たれるのを覚悟をしてぎゅっと目を瞑る。

「──ちょうどいい、目覚めの一杯をいただこうか」

「──ひぇ？」

　大きな掌でふわりと頬を覆われ、豊かな唇が近づいた。

　ふにゅり。

　肉厚な感触が、ケイトリンの唇にぴったりと覆いかぶさり、その小さな唇を難なく開かされる。

「──んっ……ぅ」　

　ぴくりと身体が跳ねた。

　わずかに開いた唇からするりとぬるつく舌が侵入し、螺旋らせんを描くように絡みついてきた。

「やぁっ……」

　ケイトリンは突然のこの行為から逃れようと必死に躰からだを捩よじるも、男らしい体躯たいくに組み敷かれ、動けば動くほど底なし沼に嵌はまったように身動きが取れなくなる。

「お、王子さまっ……、な、なにを……んっ」

「何をって、お仕置きだよ。王子である僕をひっぱたいて、僕に枕を投げつけた君への」

　重なり合った唇から仄かな笑いが漏れた。

　さらに舌が滑らかに動き口の中をくまなく探索されると、どうしたことか、四肢から抵抗しようとする力が抜けていく。

　身体だけではない。

　レオナルドから逃げようとする舌をあえなく搦め捕られ、彼の口腔に引きいれられて味わうように嬲なぶられる。

「……んっ……」

　思いがけない甘い戦慄が、さざ波のように体中に広がっていく。

　こんなことはいけないことだと頭では理解しつつも、あまりの気持ちよさに喉からまるで強請ねだるような甘い声が漏れてしまう。

「んっ……、ん……、やぁっ、だめ……」

「ふっ、かわいいな」

　先ほどより口づけが深くなり、ケイトリンの舌の付け根にぎゅっと絡みついてくる。

　濃厚な口づけに、体中の血がどくどくと騒ぎ、何も考えられなくなるほどだ。

　レオナルドの爽やかでいて、どこか男らしい香りがふわりと立ち上り、媚薬のように感覚が麻痺まひしていく。

　艶めかしい素肌の肢体がケイトリンとぴったりと重なった。

　硬くて熱くて、しなやかだ。ケイトリンの衣服越しにレオナルドの素肌の熱さが伝わってくる。

　自分とは違う、男の身体の重みを感じ、背筋にぞくぞくとした痺れが走った。

「やっ……ん」

　くちゅっと音を鳴らしながら舌を吸われ、甘い感覚が躰の中を駆け抜ける。

　胸の頂がなぜかつんと張りつめて、予期せぬ自分の体の反応に戸惑ってしまう。

　何かが呼び覚まされるような感覚。じんわりとした熱が溢れて体中に広がっていくような……。

　足の付け根に火が灯ったようにじんと疼き、腰から下の骨がなくなってしまったかのように力が抜ける。

　それでもなお、ちゅ、ちゅっと柔らかな水音をたて、レオナルドがときおり角度を変えながら優しく何度も口づけを深めてくる。

「んっ、やぁ……、お……うじさまっ……」

「ふ、僕好みの甘くていい味だ」

　無礼を働いた見返りにレオナルドから咎めを受けると思ったのに、ふっくらした唇やぬるつく舌から与えられる刺激が思いがけず心地いい。

　くちゅっ、くちゅ。

　絡められた舌先からとるけるような感覚が広がっていく。

　滲み出る唾液を啜すすられ、濡れた舌を擦り合わされると、言葉にならない快感に頭がくらくらする。

　頭が真っ白でなにも考えられなくなりそうになった時、どんどん、というノックの音が轟いた。

　ちっ。

　ふいに唇が離れ、王子とは思えない舌打ちをした。

「時間切れのようだね」

　それでもゆっくりと顔をあげてケイトリンを見下ろすと、青い目を妖艶ようえんに眇すがめ、濡れた口元をゆるく引き上げ満足げに微笑んだ。

「ケイトリン殿──！　そろそろお時間ですぞ！」

　ウィルキンソンの痺れを切らしたような声が、ドアの外から部屋中に響き渡った。

（いやいや、ウィルキンソンさん、お年の割に声量のあるバリトンのその美声で、はじめから扉の外から王子をお起こしなれば宜しいのでは？）

　自分を人身御供に差し出され、恨めしく思う。

「ウィルキンソン！　なかなかいい朝の一杯だ。しばしそこで待て。二杯目をいただくことにしよう──」

　レオナルドがそう言いながらまたもや唇を近づけようとしたとき、ケイトリンはハッとして素早くゴロンと一回転し、レオナルドから飛び退すさった。

　素肌の上半身をむき出しにしたレオナルドが、ベッドに頬杖をついてくすくすと笑っている。

「君はケイトリンというの？　可愛い名前だね」

「は、はい、ケイトリン・ベルフォードと申します」

「ベルフォード……？　もしかして君の父上はクレアモント男爵？」

「はい、あ、いいえ……、父と母は三年前に流行り病でなくなりましたので、今のクレアモント男爵は、父の弟の叔父が継承しています」

「ふぅん……、でも君は僕の紅茶係だよね？」

「はい、そう言われました……」

（──どうしよう）

　レオナルドがケイトリンに不信感を抱いているような顔で、なにか考え込んでいる。

　やはり枕を投げつけたことがまずかったのだろうか。罰をうけてしまうかもしれない。

（まさか、叔母たちに報告されてしまう？　はやく謝らなくては……）

「母上から聞いていた話と違うな……」

「えっ？」

「いや、まぁいいや。さっきのキスはなかなかいい目覚めの一杯だったよ。じゃあ、今度は本当の目覚めの紅茶を淹れておくれ。それとも時間ぎりぎりまで、もう一度キスする？」

「い、いえっ！　とんでもございません！　目覚めのお紅茶をお淹れします！」

　慌ててティートロリーに近づき、かくかくと緊張でぎこちなく動く手で銀のベッドトレイをレオナルドの膝の上にセットする。

　レオナルドは上半身裸で、下半身を上掛けで覆っているのみだ。

　いくら召し使いとはいえ、目のやり場に困ってしまう。

「あ、あの、王子様、お砂糖やミルクは──？」

「いや、ミルクも砂糖もいらないよ。君の甘い蜜をたっぷり頂いたからね」

（う──。恥ずかしい）

　ケイトリンの顔が真っ赤になったの見て、アーモンド形の目を細めながら、くっくと笑っている。

（私を困らせて愉しんでいる……！）

　ケイトリンは動揺しそうになる気持ちを引き締めた。

（王子がどんなに意地悪であれ、私は紅茶係の召し使い。淡々と自分の役割をこなせばいいのよ）

　ケイトリンは茶葉の入ったポットを取ると、すこし濃くなってしまった紅茶をティーカップに注ぎ入れた。カップに一枚だけ入れたミントの葉の爽やかな香りと、紅茶の豊潤な香りが交じり合い、ふわりと湯気にのって立ち上る。

「ふうん、ミントの葉だね。いい香りだ」

　レオナルドがカップをそっと唇に近づけ、長い金色の睫毛を伏せて香りを嗅ぎながら、一口飲んだ。

「うん、うまい」

　伏せていた瞳をぱっと開き、ケイトリンを見つめながらにこりと柔らかく微笑んだ。

　背後の大きな窓から差し込む朝の陽光に照らされて、その姿がとてもエレガントで神々しい。

　まさに、これこそが至高の王子の微笑みだ。

　無体むたいなことをされたというのにケイトリンの心は、思いがけないその笑顔にときめいた。

　金色の御髪おぐしがところどころふんわりと寝乱れた様子で寝ぐせがついる。そんな姿さえ、どこか臈長ろうたけた気品がある。

（私は世継ぎの君に、朝の目覚めの紅茶を給仕しているのだわ）

　自分がレオナルドの私的な空間にいること自体、まだ信じられずに、目の前にいる王子が幻のように感じてしまう。

「ケイトリン、君はもう下がっていいよ。紅茶をご馳走様。ウィルキンソン！」

　レオナルドがカップを飲み干すと、ウィルキンソンを呼んだ。今か今かと待ち構えていたのか、すぐに扉が開き、ウィルキンソンと今日のお召し替えの衣服を掲げ持った侍従が部屋に踏み込んできた。

「おおお！　王子！　なんと王子がお召し替えの前に、優雅に朝の紅茶を召し上がられている……！何年ぶりのことでしょう！　ケイトリン殿、あなたは絶対、きっとダメな部類だと思っていましたが、見直しましたぞ！」

　感極まった声で、ウィルキンソンが近づきケイトリンの手を握りしめて、ぶんぶんと振り回す。

　褒めているようで実のところ、ケイトリンを貶めているということに気づいていない。

「ああ、ケイトリンの目覚めの一杯は実に美味かった。口に含むと甘い蜜が舌に絡みついてやみつきになる味だ。これからも毎朝頼むよ。ね？」

　先ほどのキスを仄めかしているような含みを持たせたような物言いだ。

　レオナルドはケイトリンを見て、二人だけの秘密だよと言わんばかりに、流麗りゅうれいなアーモンド形の瞳を揺らめかせた。

「し、失礼します！」

　ケイトリンは、慌ててティートロリーを押してレオナルドの部屋から逃げるように退出した。

　隣の部屋に戻り、扉を閉めるとその場にへなへなとへたり込んでしまう。

（──ああ、なんてこと）

　あまりにたくさんのことがあって、頭の中が爆発してしまいそうだ。

　昨日庭園で会ったのは、レオナルド王子だったのだ。

　庭園に続き、またしてもキスを奪われてしまった。

（でも、あれは王子が私を好いているからではない。王子はきっと遊び人で、キスすることになんのためらいもない。唇にするキスだって、王子にとっては頬にするキスと変わりがないのよ）

（さっきのキスは絶対、昨日頬をひっぱたいたことや、今朝、枕を投げつけたことへの仕返しだわ）

　みるからに初心なケイトリンにキスをして、田舎者の反応を面白がっているのだ。

（見かけはあんなに素敵なのに、なんて性格たちの悪い王子様なのだろう）

　ケイトリンは初日から早くも、挫けそうになる。

　それでも、支度金という名の借金のある身では、この仕事を続ける以外に道はない。

（──でも、どうしよう）

　王子に枕を投げつけるという不敬をしでかしてしまった。

　それがウィルキンソンやアメリアに知れたら、この仕事も今日限り辞めさせられてしまうかもしれない。

　ケイトリンは王都まではるばるやってきたのに、なんて不運なのだろうと惨めに思った。

（次のお仕事は王族の紅茶係でなくても、掃除婦でも洗濯係でも食器洗いでもなんでもいい。お城に置いて頂けるよう、アメリアさんにお願いしてみよう）

　目の前の銀のティートロリーに映った自分の顔を見ると、唇がいつもより赤く腫れてぷっくりと膨らんでいる。

（誰かにじっと見られれば、キスに耽っていたと思われてしまいそう……）

　ケイトリンはそっと指で唇に触れた。キスのせいで少し湿っている。

「王子様のばかぁ……」

　自分に起こったことがまるで信じられない。

　この国の王子様と二回もキスをしてしまった。

　なかったことにしようと思っても、唇にレオナルドの生温かな感触が残っている。

　不謹慎なことをしてしまったというのに、甘い感触が波のように打ち返して、しばしぼうっとしてしまう。

　もしも紅茶係をクビになったとしても、レオナルドとのキスは忘れられそうもない。

　ケイトリンは、思いがけないキスに困惑しつつも、湧き上がる甘い気持ちを、どうしていいか分からなかった。










第三章











「ケイトリン、レオナルド王子様に三時のアフタヌーンティーをお願いね。アフタヌーンティーには、軽めのティーフーズを用意してくれる？」

　紅茶係のチーフであるアメリアが機嫌よくケイトリンに指示をした。

「はい、分かりました」

　ケイトリンは、朝のベッドティーのあと、ずっとはらはらしたままで落ち着かなかった。

　今朝、レオナルドに向かって枕を投げつけるという臣下としてありえない失態を犯したせいで、てっきりお叱りを受けるか、最悪の場合、クビになるものと思って覚悟をしていたが、結局なんのお咎とがめもなかった。

　レオナルドは、二人に何も言わなかったのだろうか。

　あのあと、ほうほうの体ていでこの準備室に戻ると、少したってからウィルキンソンが上機嫌で戻ってきた。

　今日はレオナルドは執務が多忙なため、十一時のイレブンジズティーはなくなり、その代わり休憩を兼ねて三時にアフタヌーンティーを執務室にお届けするようにと言われたのだ。

「あ、の……、私は王子様の紅茶係として合格なのでしょうか。このままここで働いていて宜しいのでしょうか」　

　ためらいがちに問うと、ウィルキンソンも紅茶係のチーフのアメリアも、今さら何を言い出すのかという顔をした。

「何を言うの、ケイトリン。あの寝起きの悪い王子を起こしてベッドティーを飲ませることに成功した紅茶係は、あなたが初めてよ。これまでの紅茶係も王子を何とか起こそうと試みたけど、たいていは王子にドアの外に放り出されて中から鍵を閉められて、そのまま二度寝されるのが常だったわ。そういう時は、近衛騎士が窓から王子の部屋に侵入して内側から鍵を開けたりしたんだけどね……。ほんとに、寝起きの王子は昼間の王子とは別人だから……」

　遠い目をして語るアメリアは、ほうと息をついた。

「今朝のことは本当に奇跡なのよ。王子はきっとあなたが気に入ったのね。気に入らない紅茶係だと、一日も待たずに辞めさせちゃうの。なのに王子は、これから毎朝ケイトリンに朝のベッドティーを運ぶようにウィルキンソンさんに申し付けられたのよ。しかも、アフタヌーンティーからナイトティーまで、王子様のお口に入る紅茶全てをケイトリンに担当させるようにって。これはすごく光栄なことよ」

　キラキラと瞳を煌めかせながら言われても、手放しで喜ぶことはできない。

（もしかして、王子様は私のした無礼を根に持っていて、ねちねちと嫌がらせをしようとしているのでは？）

　ひっぱたいたり、枕を投げつけたことをウィルキンソンやアメリアが知ったら、きっとすぐにクビになる。クビになるどころか、不敬罪に問われてしまうかもしれない。

（なのに、なぜ王子様はそのことを誰にも話さないの？）

「ケイトリン？　ぼうっとしている暇はなくてよ。すぐにアフタヌーンティーの時間になるから、茶器のセレクトからティーフーズの準備も宜しくね」

「あっ、は、はい。すみません」

　ケイトリンは、慌ててアフタヌーンティーの準備に取り掛かった。

（とにかく、今は与えられた仕事をきっちりこなそう）

　今日のレオナルドは、早朝から執務に追われ、午後は昼食会の後すぐに視察に出向き、戻ってからは、また執務室で重要な打ち合わせをしているらしい。前にケイトリンと庭園で会ったときは、のんびり昼寝をしていて、仕事をさぼっているように見えたが、今思い返すと、あの時はどことなく覇気がなかったようだ。もしかしたら具合が悪かったのかもしれない。

　やはり一国の王子、世継ぎの君ともなれば、その執務量は国王に次ぐはずだ。

　ケイトリンは、アフタヌーンティーと一緒にお出しするティーフーズを何にしようかと考えた。

　午後は視察にも出かけているから、たぶんお腹も空いていることだろう。

　アフタヌーンティーと一緒に出されるティーフーズは、夜のコース料理と同じく、食べるものにも順番がある。塩味から甘味へと進むのだ。

　ケイトリンは塩気のあるフィンガーサイズのサンドイッチをいくつか準備することにした。

　三段になっているティースタンドの一番下には、一口サイズの冷製のバジルチキンと粒マスタードのサンドイッチ、スモークサーモンとクリームチーズのサンドイッチ、定番のキューカンバーとペパーミントを入れたハーブクリームのサンドイッチを真四角にカットして美しく並べるのだ。

　そしてオリーブの塩漬けをすこし添えることにした。

　二段目には、小さめのスコーンにたっぷりと添えたクロテッドクリームとブラックカラントのジャム、そして一番上の甘味には、喉越しのいいゼリーやババロア、そしてフルーツを用意しよう。

　紅茶係専属のシェフにそう依頼をし、ケイトリンは茶器の支度にとりかかる。

　今日の午後は、白磁に落ち着いた淡い紫のティーセットだ。

　疲れて眠気もあるかもしれないから、茶葉を濃いめのダージリンにする。

　それらのすべてをティートロリーにセットすると、ウィルキンソンの後について今度は、レオナルドの寝室とは反対方向にある、城の執務室へと向かう。

　幸いなことに回廊はいくつも通るが、レオナルドの寝室も執務室も同じフロアにあるようだ。

　大勢の騎士や文官たちが行き交う中、レオナルドの執務室に近づくにつれて緊張する。

　朝のあのキスのあとで、どんな顔でレオナルドに会えばいいのだろう。

「着きましたぞ、こちらです」

　ウィルキンソンが示した扉を衛兵が開けると、執務室の奥では大きなテーブルの上に地図が広げられ、レオナルドが数人の高官たちとなにやら話し込んでいる。

　ゆるいウェーブのついた金色の髪、クラヴァットをきっちり結び、すっきりとした青のフロックコートがとてもよく似合っている。

（やっぱり見た目はとびぬけて素敵だわ）

　背が高く、そこにいるだけで華やかで誰もが目を奪われる。生まれながらに王子の気品が備わっている。

「では、ケイトリン殿。あちらのテーブルにアフタヌーンティーのご用意を」

「は、はい」

　ともすれば、ずっと見つめ続けてしまいそうで、意識して視線を引きはがす。

　ウィルキンソンが顎をしゃくりながら、レオナルドから離れたところにあるテーブルを指し示して、紅茶の準備をするよう促した。

　テーブルの傍には、大人が三人ほど座って寛げそうな背もたれのついた長椅子もある。

「し、失礼します」

　王子たちの邪魔にならないように、そっとティートロリーを押し、テーブルの上に専用のクロスを敷き、ティーカップや銀のカトラリーをひとつひとつ、音を立てないように丁寧に並べていく。

「お、美味うまそう。ちょうどお腹がペコペコだったんだ」

「ひゃっ！」

　背後から覆いかぶさるようにして覗き込まれ、すぐ耳元にレオナルドの声が響いた。

　耳朶にその声の振動まで伝わってくる。

　唇が耳に触れてしまいそうで、どきどきと胸が高鳴りだす。

　なのにレオナルドは、ケイトリンの肩越しに手を伸ばし、一口サンドイッチをつまみ食いして、美味い、と笑顔を向けてきた。

「お、王子様、どうぞこちらにお座りください。いま、お紅茶をお淹れしますから……」

「ん、じゃぁ、頼むよ、ありがとう」

　レオナルドはフロックコートを脱いで長椅子の背もたれにぱさりと掛けると、寛いだ様子で腰をかけた。首元に手を当て、クラヴァットを無造作に緩めている。

　内心、紅茶を淹れることよりもレオナルドの仕草の方に意識が集中してしまい、その何気ない仕草にさえ、ときめきを感じてしまうのはどうしてなのだろう。

　それは、レオナルドの見た目が素敵だからだ。

（ま、惑わされてはダメ。王子は初対面の私にキスして揶揄からかうような遊び人なのだから……！）

「は、はい。どうぞ。今日の紅茶はダージリンにエルダーフラワーをブレンドしたものです。エルダーフラワーには、神経をリラックスさせる効果があるので……」

「へぇ、とても香りがいいね。ケイトリンのようにすっきりしているのに仄かに甘い香りだよ」

「えっ？　わたし？」

「あれ？　自分で気づいていなかった？　今朝、ベッドでキスしたときにそう思ったんだ」

　紅茶を優雅に啜りながらなんという爆弾発言をするのだろう！　

　慌ててきょろきょろと周りを見ると、執務室にはウィルキンソンも、他の高官たちもいつの間にかいなくなっている。

「あの……？　他の皆さんは……」

「ん？　ああ、部屋の外に追い出した。せっかくケイトリンが紅茶を淹れに来てくれたから、二人きりでゆっくり寛ぎたいからね。ほらケイトリンもおいで」

　レオナルドは、ケイトリンにも座れと示すように、自分の隣をぽんぽんと掌で叩く。

「め、召し使いが王子様の隣になど座れません……」

「ケイトリンが隣に座ってくれないと困る。書き物ばかりして手が痛いんだ。隣に座って、ケイトリンが食べさせてくれる？　ほら、お腹がペコペコなんだから早く！」

「う……」

　手が痛いという割には、ケイトリンの腕を掴んで、ぎゅっと引っ張り自分の隣に強引に座らせる。

　ケイトリンは抵抗を諦めて、まずはレオナルドの要求のとおり腹を満たせば、この役目も早く終わって戻れるだろうと算段する。

「では、何が宜しいですか？　サンドイッチにされます？」

「うーん、そうだね。サンドイッチもいいけど、スコーンも旨そうだ。スコーンにクリームをたっぷりのせて食べさせて」

「は、はい」

　ケイトリンは焼き立ての小ぶりのスコーンを半分に割って、クロテッドクリームをたっぷりと乗せた。どうしても指にクリームがついてしまうが、そのままレオナルドの口元に持っていく。

　レオナルドがぱくっと一口でスコーンを呑み込んだ。

「ん、このスコーンも旨いな。あ、ここにもクリームがついてしまったね。もったいない」

　レオナルドはケイトリンの手首を掴むと、ほっそりした指先についたクリームをゆっくりと口の中に含んだ。生温かな口に指を含まれ肌がぞわりと粟立ってくる。

　レオナルドの舌がケイトリンの指先に絡みつき、ぬるりと味わうように舐め上げた。

「やっ……」

「うん、美味」

　ひっこめようとしても手首をぎゅっと掴まれてしまって動かせない。なおも口に含まれたまま舌先で指をなぞられて、ちゅっと吸われてしまう。

「んっ……」

　くすぐったくて、思わず喘ぐような声が出てしまった。

　どうして、子供のようにはしたなく指についたクリームまで舐めるのか、訳が分からない。

「うーん、こっちも旨いけど、もっと違う場所でクリームを味わいたいな」

「違う場所？」

「そ、もっと柔らかい場所」

　するとレオナルドは掴んでいた手首を離し、ケイトリンはほっとする。

　なのにクリームに手を延ばし、行儀悪く指先でたっぷりと掬い上げた。

　ケイトリンが驚いて目を瞠みはると、そのクリームをケイトリンの頬っぺたにちょんと撫でつける。

「やっ！　な、なにを……？　王子様、いったい……？」

「こうして食べたほうが、美味いからさ」

「あ……、ひゃっ！」

　レオナルドが口を近づけ、ケイトリンの頬っぺたにくっつけたクリームをぺろりと舐めた。

　とたんに肌がぞくぞくっとする。

「スコーンより美味いよ。ケイトリンのほっぺたが柔らかくて、クリームが余計に旨くなる。こっちもどうかな？」

　さらにクリームをたっぷりと指で掬い取ってケイトリンの唇の端に塗り付ける。

「やぁっ、なにを王子様……！」

「より美味い食べ方をしてるだけ。ケイトリンはそのままでいいから」

　青い瞳が愉しそうに揺らめいた。

（まさかとは思うけれど、もしや私がひっぱたいたり、枕を投げつけた仕返しに嫌がらせをしているのではないの？）

　レオナルドは明らかに、ケイトリンが困っているのを見て楽しんでいる。

「お、王子様、頬を叩いたり枕を投げつけたのは謝ります。ですから、こんなことは……」

「ん？　なにか勘違いしてない？　そんなこともう気にしてないよ。こうして食べたほうが旨いだけ。ケイトリンの肌がほの甘いから、一緒に舐めると美味しいしなんだか気持ちよくて僕も疲れが取れる」

　レオナルドの口が近づいてきて、ケイトリンの口についたクリームをちゅっと音立てて吸い、そのあとぺろりと舐めた。

「ひやぁっ」

「うん、こっちは柔らかくて、しっとりしていてもっと美味い。蜜を絡めたらことさら美味しくなりそうだ」

「みつ？」

「そう、お互いの、ね」

　その瞳が企みを仄めかすように揺れた。

　どんな企みなのかは分からないが、極めて不適切極まりないことをしそうな眼だ。

　ケイトリンは椅子に腰かけたまま、レオナルドから逃れるように後ろに身体を引いたが、それがまずかった。

　レオナルドが上から囲い込むように覆いかぶさってくる。

「やっ、だめ……っ、王子様、お戯れは……」

「戯れじゃないよ、ケイトリン。君の務めは三時のお茶で僕の疲れを癒やすことだろう？」

「……んっぅ……」

　レオナルドの唇が重なったと思ったら、舌先で唇を擽るようになぞる。

　ぴくんと唇が甘く戦慄いて、思わず息を継いだのを見逃さず、すぐに熱い舌が口腔に滑り込んできた。

「ふ……ぁっ」

　ぬるつく舌がケイトリンの舌に擦り合わされると、驚きにとって代わり甘い感覚にとらわれる。舌が口腔を這いまわるたび、ちゅくちゅくと水音が立ち、唇がとろけてしまいそうなほど気持ちがいい……。

　レオナルドは執務の合間の退屈しのぎにキスをしているのかもしれないが、ケイトリンの中にせつなくて疼くような感情が沸き上がってくる。

　しなやかに動きながらも、存在感のある舌がケイトリンの歯列を丁寧になぞり、口蓋を舐め、ケイトリンをキスの虜にするように深く絡ませてくる。

（んっ──、王子様……キスがお上手……）

　巧みで甘さを伴う口づけに、ケイトリンは腰の力が抜けそうで、思わずレオナルドのシャツをぎゅっと握りしめた。

　レオナルドもケイトリンの後頭部を引き寄せ、さらに深く口内を舐めまわしてくる。

　思う存分、口づけを堪能すると、ちゅくっと響くような水音をたてて唇が離れていった。その喪失感にあっけにとられ呆然としてしまう。

　レオナルドが離れたことに、もっと口づけてほしかったという思いが沸き上がって、恥ずかしさに潤んだ瞳でレオナルドを見た。

「そんな目で見ないの。ちゃんとこっちも可愛がってあげるから」

「こっち？」

「うん、今日はキスだけにしようって思っていたのに、そんな目で見られたら僕も抑えられない」

「ひぁっ！」

　レオナルドが上から見下ろしながらクスッと笑い、ケイトリンのエプロンを肩からさっと引き外した。ドレスの前身ごろのボタンも器用にぷちぷちと外していく。

「なっ、なにを……？　お、王子様っ！」

「しーっ、ほら、大きな声を出すとドアの外の衛兵が何事かとのり込んでくるよ。せっかくの休憩の時間が台無しになるだろう？　ケイトリンをもっと気持ちよくしてあげるから。ああ、コルセットはつけていないんだね。ちょうどいい」

　手際よく胸のボタンをすべて外すとシュミーズのリボンを解き、両手でケイトリンの胸を剥き出しにした。

　露わになった白い乳房を両手で包みこんでくる。乳房にレオナルドの手の温もりが伝わってぞくぞくっと背筋に甘い震えが走る。

「や、だめぇ……」

「可愛い胸だね」

　柔らかさを確かめるようふにゅりと揉んだ。

「ひぁっ、やぁ……」

「うわっ、小ぶりですごく柔らかい。なのに張りもあって、すごく気持ちいいよ。ほら、ちょうど僕の掌にすっぽりと収まる。あれ？　乳首がもうこんなに尖ってきた。一回揉んだだけなのに感じちゃった？」

　くすっと笑いながら、指先でくりっと乳首を弾かれた。

「ひゃぁんっ」

　今まで感じたことのない、鮮烈で甘い痺れが胸の頂からおなかの辺りに流れ込んだ。

　いつもは全く意識していないところ、自分の乳首がレオナルドに触れられただけで、こんなにつんと尖ってしまうなど思いもよらない。

　なのにケイトリンの意に反して、もっと摘まんでほしいというように、さらにぴんと張りつめる。

　やわらかく愛でるように揉みしだかれると、得もいわれぬ気持ちよさが広がって、乳房を包みこむその手のぬくもりをなんなく受け入れてしまう。

　レオナルドはやわやわと揉みしだきながら、指でくりくりと乳首を捏ね回した。

「や、ひ……んっ、お……うじさまっ……」

　息もつけないほどの気持ちよさに、ぎゅっと背をしならせると、もっと弄ってほしいと言わんばかりに乳房を差し出すような格好になってしまう。

「ふ……、ケイトリンの乳首がラズベリーみたいに赤く色づいてすごく美味そう。クリームと一緒に味見していい？」

「あ、味見って……、ひゃんっ！」

　冷たいクリームを指で掬い、ケイトリンの乳首にそっとのせた。勃ちあがって敏感になった乳首が、冷たさに驚いてきゅっと引き締まる。より硬さを帯びてつんと尖った。

　レオナルドの舌が伸びてきて、ケイトリンのクリームののった乳首をくにゅりと舌先でつつくように刺激した。さらにクリームを舌先で掬い、凝った尖りにくるくると円を描くように塗り込める。

「あ……、だめっ、それしちゃ、やぁっ……」

　途端に胸の先端からじんじんと甘い疼きが体の芯にまで流れ込んできた。ケイトリンは甘痛い疼きにぴくぴくと躰を跳ね上げる。

　ケイトリンが動いたせいか、体温で溶けたクリームが膨らんだ柔肌からとろりと下に零れてしまいそうになる。

「おっと、ケイトリンの服が汚れちゃうと困るね」

　レオナルドが乳房のふくらみの下に伝いおりてくる白いクリームを舌先で器用に掬いとる。柔らかな房の丸みに沿って幾度も舐め上げていく。そうして乳房のクリームをすべて舐めると、最後に乳首に残されたクリームをじゅっと音を立てて吸い上げた。

「はぁっ、あ、あ、やぁっ──……」

　気持ちよさでいっぱいになって頭が真っ白になる。

　ふっくらと乳房を揉み上げて、ケイトリンの乳首を、極上のデザートであるかのように乳輪ごと口の中に含んで味わっている。

　伏せたまぶたを縁どる長い睫毛。その表情は、傍から見ればデザートを上品に味わっているようだ。

「ケイトリンの胸は甘いクリームがけの桃みたいだね。それともババロアかな。旨そうなラズベリーもある」

　レオナルドは楽しそうに言うと、もう片方の乳房にも同じように冷たいクリームを乳首にのせて味わった。口の中に乳房を含み入れられて執拗にしゃぶられると、自分が何をされているのかさえ分からない。背がありえないほどしなり、胸だけがレオナルドの愛撫にふるふると揺れる。

　そのまろやかな房の感触を愉しむように、レオナルドが乳房を深く含んで固くなった尖りを舌で嬲なぶるる。とたんに甘い痺れが全身を駆け巡っていく。

「はぁっ……、んっ、ぁあっ……」

　なぜか足の付け根がじんじんと痛いほど疼き、ずきんずきんと脈打ち始めた。

　秘かな部分に隠れていた蕾が熱を帯び、痺れるような感覚。

　熱くて、切なくて、苦しくて、どうしていいかわからない。

「ふっ、ぉ……うじさま……、なんだか、くるしぃ……の」

　思わずレオナルドの胸に顔を埋めて、啜り泣いてしまいそうになる。

「よしよし、ケイトリン。感じやすいんだね。楽にしてあげる」

　レオナルドはくったりと力の入らないケイトリンを引き上げて、自分にもたれさせると後ろから包みこむように抱いた。逞しい腕がのび、スカートを捲る。ドロワーズの隙間から手を差し入れて、股間の秘めやかな部分に手を這わせた。

　湿った茂みを指先で慈しむように撫でると、和毛をかき分けて、ケイトリンの無垢な貝殻へと指を近づかせていく。

「や……、お、ぅじさまっ、そこは……」

　その手を押しとめたいのに、身体が言うことをきかない。

「知ってる？　この中に小さな可愛い真珠があるんだよ。これを可愛がると、苦しさがなくなるから」

　まるで貝殻の合わせ目をなぞるように指が降り、その奥の蜜口に指先が沈むとくちゅっと淫らな音が立った。

　そこは粗相してしまったようにしどとに濡れていて、ケイトリンは恥ずかしさにかぁっと赤面して太ももをきゅっと閉じる。

「すごい、ケイトリン、こんなに蜜が溢れてびしょ濡れだよ。こんなに濡らして辛かっただろう？　すぐに楽にしてあげる」

「や……、そんなところ、汚いからだめ……っ」

「汚くないよ、濡れているのはケイトリンの甘い蜜だから。ここを味わうのは今度にとっておくからね」

　レオナルドが足を開かせた。蜜口に溢れる蜜をくちゅりと掻き混ぜ、指先でぬるっと秘裂をなぞりあげた。

　それがとてもいやらしく、淫らなことだと分かっているのに、太腿が蕩けてしまったように力が抜けていく。

　ケイトリンだって元領主の娘。れっきとした貴族の娘だ。

　王子とはいえ、はしたなくも夫でもない男性に下着の中に手を入れられて、あろうことか、無垢な部分をぬるぬると愛撫されるなど、どう考えてもおかしい。淑女なら悲鳴を上げて逃げ出してもいいはずなのに、レオナルドの指戯の甘い感触に、まともにものを考えることができない。

　しなやかな指が動くたびに、ひくひくと淫唇が震えてしまいレオナルドのなすがまま、その快楽に身を委ねる。

　割れ目に沿って指が行き来し、休まることなく蜜を絡めては優しく襞を愛撫する。

　すると固く閉じ合わさった貝殻の口がゆるやかに開き、ケイトリンの秘めやかな花びらが綻びはじめた。

「ん……、ほぐれてきたね」

　レオナルドの長い指がたっぷり蜜を纏ってぬるりと襞を滑る。そのたびにぞわぞわと快感がせり上がる。

　指で撫でられるたびに甘い疼きが波のように何度も押し寄せて、ケイトリンの意識が頼りなくなってくる。

　レオナルドに与えられる快楽にのみ込まれてはいけないと、ぎゅっと瞑っていた目をすこし開けた。するとレオナルドが上から覗き込んでいる。

　ケイトリンと目が合うと、愛おしそうにアーモンド型の碧い瞳を細めて、ゆるく微笑んだ。

「うーん、困ったな。ケイトリンが可愛すぎて、僕もがちがちになってる。もうちょっと解したいけど、このままだと僕が持たないから、そろそろいいかな。貝殻の奥の真珠、剥きだしにしちゃうけどごめんね」

　何ががちがちで、何を最後までしちゃいそうになるのか、レオナルドの言わんとしていることが全く理解できない。

　それに「貝殻の奥の真珠」とはなんなのか、なにをしようとしているのか不安になる。

　レオナルドの言葉は柔らかだが、有無をいわせぬような声音に、ケイトリンは躰をこわばらせた。

「ああ、ケイトリン、怖がらせてしまった？　少し余裕がなくてごめん。そんな顔をしなくても大丈夫。触れられるのは初めてなのは分かっているから、優しくする」

　レオナルドがケイトリンの不安を取り除くように、額にちゅっとキスをしてから、もう片方の手もケイトリンのドロワーズに忍び込ませた。

　ケイトリンの襞に触れると、そっと柔らかく左右に押し広げた。

　すると、何かが剥き出しにされてひくひくと蠢いている。

　自分の身体なのにケイトリンでさえ分からない器官がそこにある。

　なのに、それが何なのかレオナルドは分かっているようだ。

「やぁっ、こ、こわい……、やめて……」

「ケイトリン、大丈夫。怖くないよ。嫌がらせでも何でもない。ケイトリンがすごく可愛いから触れて愛でたいんだよ。ほら、体の力を抜いてごらん。気持ちよくしてあげるから」

　レオナルドは長い指に甘蜜を纏わせて、ケイトリンの暴かれた秘所をゆっくりとなぞり上げた。

　瞬間、ぞくぞくとした蕩けるような陶酔に誘い込まれていく。

「んっ……、あ……あっ……」

　ぎゅっと身体を固くしたのを、レオナルドが耳元に唇を寄せて甘い吐息を吹きかける。

「いい子だから、力を抜いて。気持ちよくなるから僕に身を任せて」

　レオナルドの指が、割れ目の一番上に潜んでいる、なにか芯をもった丸いものに触れた。そっと触れて指の腹でなぞるようにゆっくりと円を描く。

「ふわぁぁぁぁっ──……」

　まるで雷に打たれたような強烈な痺れが全身を駆け抜けた。

「ケイトリン、可愛い。すごくぷっくりしているよ。もっと気持ちよくなって」

　レオナルドは初めてのケイトリンに、あまり強すぎる刺激を与えないように、たっぷりと蜜を絡ませ、潤滑油にすると、指の腹でそっと真珠を転がすようにまぁるく撫でまわした。

「ふぁ──……」

　全身の力が抜け、夢の世界に浮遊したように頭の中がからっぽになる。

　下腹部に熱が灯って、やるせない。

　レオナルドがその熱をさらに追い上げるように、ケイトリンの真珠を揺さぶってくる。

「ひぃんっ……、そんなにしちゃ……」

　どうにかなってしまう。　

　涙が潤み、レオナルドが真珠をなぞるたびに啜り泣きが止まらない。

　意識までも夢の世界に飛びそうになったとき、ケイトリンの目に映ったのは、切なげなレオナルドの瞳。

　どこかが痛いのだろうか、とてもつらそうな表情をしている。

　なのに愛おしそうにケイトリンを見ているのは、思い過ごしなのだろうか。

　それでもレオナルドがケイトリンに優しい眼差しを向けたまま、蜜でぬれる真珠をころころと転がして弄ぶたび、せり上がる強烈な快感に身を震わせた。

（──も、だめ……）

　息も付けぬほどの強烈な痺れが脳髄にまで駆け抜けた。

　ケイトリンがくったりとレオナルドの逞しい胸に深く沈みこむと、その身体を包み込むように優しく抱きしめた。まるで揺りかごの中で守られているように心地いい。

「ケイトリン、可愛い……、君は僕のものだよ……」

　沈みゆく意識の片隅で、甘く囁いたのは本当にレオナルドなのだろうか。

　だとすれば、レオナルドのことを意地悪だと思っていたのは誤解なのかもしれない。

　意地悪なら、こんなに甘い声で囁くはずがないからだ。

（ああ、どうしよう……。召し使いの私がこんな時間に寝てはいけないのに、もう体に力が入らない。紅茶を片づけなくてはいけないのに……）

　なのにレオナルドの腕の中がこの上なく心地よくて、もう少し、あと少しとケイトリンは自分の弱い意志に甘えてしまう。

　心では葛藤を覚えながらも、ケイトリンの意識はゆっくりと夢の世界の中に溶けていった。
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「ちょっとっ、ケイトリンが来ているのですって!?」

　レオナルドの執務室の扉をばんと勢いよく開いて飛び込んできたのは、この国の世継ぎの君の母であり、王妃のレティシアだ。

　レオナルドと同じ色の柔らかそうな金の髪を編み込んで、後れ毛を垂らしゆったりとアップに結い上げている。

　落ち着いたベージュ色のサテンの生地に金の刺繍が施されたシックなドレスが、とてもよく似合っていて気品がある。

　ただ王妃の瞳は代々王家に継承される碧眼ではなく、人懐っこそうなヘーゼル色なため、レオナルドの澄み渡る青い瞳は国王から受け継がれたもののようだ。

「どちらっ？　どこにいるの？　私の親友のお嬢さんはっ」

　ちょうどレオナルドが座っているソファーの背もたれの後ろからきょろきょろと部屋を見回している。

「……母上、ノックぐらいしてください」

「まぁ、あなたそこにいたの……。あら、その若いお嬢さん、どうしたの？」

　レオナルドの腕の中で、気を失ったようにくったりと眠っているケイトリンを見た。

「う……ん、少し無理させてしまって……、貧血を起こしたみたい。母上、この娘がケイトリンだよ。母上の親友だった娘さんの」

「まぁ、ではなんで城のメイドの服を着ているの？　私は話し相手として、客人として滞在してもらうために王宮に呼んだのだけれど」

「なんだか行き違いがあったようだね。ケイトリンは僕の紅茶係として働いているよ」

「なんですって！　確かにケイトリンのお母様のリリスも紅茶を淹れるのがとても得意だったのだけれど、私は客人として王宮にお招きするように伝えたのに」

「なるほど。今朝、この娘の名前を聞いて、母上が言っていた令嬢じゃないかと思ったんだ。ケイトリンは、父母を流行り病で亡くしたって言っていたけどいつのこと？」

「三年前にベルフォード地方で流行ったでしょう。その時にご両親とも亡くされてしまったのよ。もしも天涯孤独になってしまったのならケイトリンを引き取ろうと思ったのだけど、叔父夫妻が後見すると聞いて安心していたの。それで彼女が社交界にデビューするのをいまかいまかと心待ちにしていたのよ。あなたの花嫁候補にぴったりなのじゃないかと思ってね」

「僕の花嫁候補に？」

「ええ。もちろん、当人同士の意思もあるけれど。ケイトリンは爵位の低い男爵家の令嬢だけど、初代クレアモント男爵は初代国王の即位に尽力した騎士のうちの一人なの。血筋はこの国で最も古くて公爵家にも引けを取らない由緒ある家柄なのよ。早くケイトリンに会いたかったのだけど、一向に社交界デビューしないでしょう。おかしいと思って調べさせたら、叔父夫婦に召し使いのように扱われているっていうじゃない？　だから私がまずは客人としてケイトリンを呼び寄せて、後見しようと思ったの」

　王妃はレオナルドの腕の中で眠っているケイトリンをじっと見て瞳を潤ませた。

「まぁ、なんてリリスにそっくり……可愛らしいお嬢さんね」

「──母上、そのお話、進めてもらっても？」

「まぁ、どの話？」

「僕の花嫁候補にするというお話ですよ。僕もケイトリンと会って素直で可愛いと思った。ケイトリンの淹れるお茶は相手のことを考えたとっても優しい味がする。そんなケイトリンもきっと優しい心の持ち主に違いないでしょう？」

「ええ、きっとそうでしょうね。お母様のリリスもそうだったわ。いつも自分のことより、私のことを考えてくれて。自分でブレンドした紅茶をよく届けてくれたの。でも、あなたがケイトリンのことをそんな風に思ってくれて嬉しいわ」

　王妃は、そっと目じりに浮かんだ涙を指で拭った。

「たしかケイトリンの母上が存命だったころ、小さいケイトリンを連れて王宮に滞在していたことがあったでしょう？　僕が十二歳でケイトリンが六歳位だったかな。その時も僕に美味しい紅茶を淹れてくれたんだよ。よく覚えてる」

「まぁ、そんなことがあったの？」

「うん、あの時、父上に騎士団に入れられて、毎日、大人の騎士に混じって辛い訓練ばかりで逃げ出したことがあったんだ。ケイトリンも、同年代の女の子に仲間外れにされたのか、一人だけお茶会に取り残されて泣いていたことがあったんだよ。その時、突然現れた僕に、ケイトリンは嬉しそうにお茶を淹れてくれたんだ。ケイトリンが淹れてくれたお茶を飲むと僕も元気が出た。それにケイトリンとの屈託のないおしゃべりがすごく愉しくて」

　レオナルドは、昔を懐かしむように頬を緩めた。

「──来月、王宮主催のお茶会があるでしょう？」

「ええ、この国の主だったご令嬢をお招きした、あなたの婚約者を決めるお茶会ね」

「そう。そこにケイトリンも招くから。そのお茶会で、ケイトリンを僕の婚約者として発表するよ」

「まぁ！　あなたがケイトリンのことをそんなに気に入ってくれてうれしいわ。でも……、ケイトリンにも気持ちを聞いてみないと」

「そのことなら大丈夫。きっとお茶会までに、僕を好きにさせてみせるから」

　レオナルドは自信たっぷりに微笑んだ。

　ケイトリンと今になって再会したのは、運命のめぐり合わせのようにレオナルドには思えた。

（小さい頃に、一生、僕の側で美味しい紅茶を淹れてくれるといったのは、ケイトリンの方だ。

「僕のお嫁さんになる？」と聞いたら、僕のほっぺたにキスしてにっこりと微笑み「絶対お嫁さんになる！」と無邪気に言っていた可愛いケイトリン……ああ、どうして出会ってすぐに気が付かなかったのだろう）

　その時のくるっとした大きな紅茶色アールグレイの瞳を思い出し、レオナルドは含み笑った。

　そのあとすぐに、外国に留学してしまったため、ケイトリンに会うことは叶わなかった。　

　留学から戻ると、いつのまにか自分の周りには多くの取り巻きがいた。それは世継ぎのレオナルドに媚を売ろうとする貴族だったり、あわよくば妃になろうと目論んでいる令嬢やその母親たちだった。

　最近は、廊下を歩いているときでさえ、待ち構えていた令嬢やその母親たちに追い掛け回されている。ひとりでほっと息をつく暇さえない。

　それどころか、一昨日も気分が悪くなり、執務の合間をこっそり抜けて庭園で横になって休んでいたというのに、このところ、しつこく付きまとわれているワイス未亡人に、眠っている隙にキスされてしまったようだ。

　王子という身分である以上、プライベートはないと理解している。だが、全く心の休まる暇がない。

　唯一、王子でも何でもない、ただのレオナルドでいられるのは、ベッドの中にいるときだけ。

　王子の衣装を脱ぎ捨てて、何も身に着けずにベッドで休んでいるときだけが、ほんとうの自分に戻れる時間だった。

　だから、ずっとそのまま寝ていたくて、その時間を少しでも引き延ばしたくて、ここ数年は、寝起きがすこぶる悪かったのだが、今朝は違っていた。

　ケイトリンとのキスは、すごく気持ちが癒やされた。

　さらに彼女の淹れた紅茶がすっきりとした目覚めを運んでくれたのだ。

　たった一枚のミントの葉にこめられた気遣いが、朝の始まりを清々しく清廉な気持ちにさせてくれた。

　他人に対して、そんな細やかな気遣いのできるケイトリンが愛らしい。

　それに小さな頃と変わらず、彼女は初心で純粋だ。

　自分の腕の中で、快感に打ち震えていたケイトリンが愛おしくて堪らない。

　ケイトリンと一緒に、何も身に着けずにベッドで夜を過ごしたら、どんなに満ち足りた気分になることだろう。

　レオナルドは早くも、心の中でケイトリンとの蜜月を思い描いて、ほくそ笑んだ。

　二人で一晩中寝乱れて、けだるさの残る中で目覚め、朝の爽やかな陽の光に照らされながらケイトリンの淹れた紅茶を飲むのもこれからの楽しみになりそうだ。

「ね……？　ケイトリン、きっと僕を好きにさせてみるからね？」

　レオナルドはケイトリンの耳元で小さく囁くと、ケイトリンを抱き上げながら立ち上がった。

「あらっ？　どこに連れて行くの？」

「客室ゲストルームに連れて行きますよ。母上の話し相手として滞在してもらうのでしょう？」

「ええ、そのつもりよ。では、私も一緒にいくわ。きっと疲れが出たのでしょうね。お部屋でゆっくり休めば気分もよくなると思うわ」

　開け放していた執務室の扉から、ケイトリンを抱いたレオナルドと王妃が出ていくと、その扉の陰で黄色のモスリンのドレスの裾が揺れていたことに、二人は気が付かなかった。




「……なんてこと。そんなことには、させないわ。レオナルドの婚約者になるのはこの私よ。何か手を打たなくては……」

　可愛らしい声が忌ま忌ましく呟くと、モスリンの裾を蝶々のように優雅にひらめかせながら扉の陰から出て行った。

「これはこれは、あなた様もおいでだったのですね」

　執務室の外にある回廊の先で見守りをしている衛兵が声をかけた。

「ええ、王子様にお会いしたかったのだけど、急病人が出たみたいだから、私は屋敷に戻るわ。王子様方には、私が来たことを内緒にしていてね。お気遣いをかけたくないから」

「はい、もちろんです。どうぞお気をつけてお帰り下さい」

　令嬢は、にっこりと天使のような微笑みを浮かべて衛兵に頷くと、王妃とレオナルドが向かった廊下とは反対側にある貴族専用サロンに向かって歩き出した。





＊　＊　＊






　ケイトリンは、誰かが自分を見つめているような気がして、うっすらと目を開けた。

　ぼやけた視界の先では、複雑な模様が彫り込まれた天蓋から、レースのヴェールがゆるやかに垂れている。

　柔らかなふわふわのベッドに寝かされていて、夢かと思って何度かパチパチと瞬きをすると、知らない女性と目が合った。

「ケイトリン、気が付いた？」

　艶やかな金髪を上品に編みこんで結い上げた、見るからに高貴な夫人がケイトリンを心配そうに見つめている。

「あ……の、私は……」

　いったいなんでこんなところで寝ているのだろう。

　ついさっきまで、レオナルドに午後の紅茶をお出ししていたような。

（そうよ、王子様の執務室にいたはずだわ。そして王子様に……）

　ケイトリンは、途端にかぁっと頬を赤らめた。

　午後のお茶の時間にレオナルドの執務室で二人きりになり、レオナルドにされたことを思い出したのだ。

　傍はたから見ても、頬が林檎のように赤く染まっているだろう。

　レオナルドにありとあらゆるところにクリームを撫でつけられて、味あわれたのだ。

　しまいには、あられもない場所を弄ばれて……。

「気分はどう？　ほっぺたが赤いね」

「ひゃぁっ！」

　当の本人が、ケイトリンを覗き込んできた。

「レオナルド、ケイトリンが驚いているじゃない。ケイトリン、私はレティシアというの。覚えてはいない？」

「レ……ティシアさま？」

　その名前には聞き覚えがある。ひどく懐かしい名前。

　目の前の優雅な夫人には見覚えがないが、その名前は、よく母が文通をしていた相手ではなかろうか。

「もしかして、お母様がお手紙をお送りしていた……」

「まぁ！　嬉しいわ。覚えていてくれたのね。あなたのお母様とは少女時代からの親友で、あなたが小さなときはよく一緒に王宮に遊びに来ていたのよ。ああ、嬉しいわ、ケイトリン」

　その女性は下まぶたに大粒の涙を浮かべてケイトリンの手を取った。

「ぼくの母上だ。この国の王妃だよ」

「え？　ええっ！　王子様のお母様……っ？」

　ケイトリンは、あまりのことに驚いて、がばりと起き上がった。

　母が文通をしていた相手が王妃様だったとは、知らなかった。

「まぁ、ケイトリン、だめよ。ゆっくり休んでいて。貧血を起こしたのだから」

「ひ、貧血……？」

　王妃を見ると、その後ろでレオナルドが唇に人差し指を当てて、しっという仕草をした。なんだか二人だけのイケナイ秘密を共有しているようでケイトリンは、さらに頬を赤らめた。

「も、申し訳ありません。もう大丈夫です。お紅茶も片づけなくては……」

「ケイトリン、もう片付けさせたから大丈夫。それに君は召し使いではないんだよ」

「そうよ、私がお客様としてご招待したのだから、王宮でゆっくりしてちょうだい」

「……それは、どういうことですか？」

　狐につままれたように王妃とレオナルドを見ると、王妃が指でそっと涙をぬぐってケイトリンに優しく言った。

「実は、あなたに私の話し相手になってほしくて、客人として王宮にご招待したの。でも、事務手続きに行き違いがあったみたいね。ウィルキンソンには私から話しておくから、心ゆくまでお城に滞在してちょうだい。時々、私のお喋りにお付き合いしてくださると嬉しいわ」

　ケイトリンは目を丸くして王妃とレオナルドを交互に見た。まるで夢のような申し出だけれども、はいそうですかと、この申し出を受けるわけにはいかない。

　なぜなら叔母たちは、ケイトリンが城に奉公するための支度金をたんまりと受け取ってしまったのだ。せめてそのお金を返すまでは召し使いとして働かなければ、横領の罪に問われてしまう。

　叔母たちが支度金を要求したから召し使いと間違われてしまったのだろう。

　ケイトリンが、恥を忍んで説明すると、王妃が呆れた顔をした。

「なんてひどい叔母様なのかしら。そんなことは気にしなくてもいいのよ。私たちが何とかするから」

「いえ、王妃様に甘えることなどできません。それに、叔母様たちだって悪気があったわけではないんです。流行り病の影響で人手不足で領地からの収入もとても少なくなって。領地の経営も苦しかったと思います。ですから、このままここで働かせてください」

　頑ななケイトリンに、王妃とレオナルドは顔を見合わせた。

　その時、部屋の隅で控えていたウィルキンソンと紅茶係のチーフのアメリアが、ずずずぃっと進み出た。

「王妃様、王子様、私たちからもお願いします。今朝だって、ケイトリンのおかげで、あんなに目覚めの悪かった王子様が、朝の紅茶を召し上がったのですよ！　来月には王子様のお茶会もあります。ケイトリンの紅茶の知識は素晴らしいものです。紅茶に詳しいケイトリンがいないと、恙つつがなく開催できるかどうか……。どうかお願いします！　ケイトリンにはなるべく無理をさせませんから」

　アメリアが必死になって懇願する。

「そうでございます、王妃さま！　これ以上、王子をお起こしする度に、衛兵たちを病院送りにはできません!!」

　ウィルキンソンも、アメリアに被さるように援護した。

「ま……、話には聞いていたけど、レオナルドの朝寝坊にも困ったものね。ほほほ……」

　王妃が頬をヒクつかせたが、それでも優雅さは保ったままだ。

「……それなら、ケイトリンは母上の客人として城に滞在しながら、僕の専属紅茶係を続けてくれる？　僕もできれば、ケイトリンの美味しい紅茶で目覚めたいからね。それに来月、王宮主催のお茶会があるから、その準備も手伝ってくれるかな？　とっておきの心に残るお茶会にしたいから」

　レオナルドに見つめられ、ケイトリンは内心の動揺を隠すように頬を赤らめながら俯いた。

　もちろん、自分を必要としてくれるのは嬉しい。レオナルドやウィルキンソン、アメリアの期待に応えて微力ながら紅茶係を務めたい。だけど、毎朝レオナルドを起こすたびにキスや、さっきみたいな淫らなことをされてしまうのではないかと、不安になる。

　レオナルドには戯れのようなキスかもしれないが、レオナルドにキスされるたびにどんどん心がレオナルドに傾いていってしまう。そんな自分が怖くもある。

　ケイトリンの心を知ってか知らずか、レオナルドは極上の微笑みを向けてきた。

　柔らかな金の髪がふわりと揺れた。

　ケイトリンを見つめる長い睫毛に縁どられた碧い瞳は、アクアマリンのように透明で、夢に思い描いた王子そのものだ。きっと誰もが、この笑顔にほだされてしまうのだ。

　ケイトリンの胸がきゅんと締め付けられる。

「は、はい……。一生懸命お務めいたします」

　こんな素敵な笑みを向けられては、断ることなどできない。

　こうしてケイトリンは、王妃の客人として城に滞在しながら、レオナルドの紅茶係を務めることとなった。










第五章











「ケイトリン、いらっしゃい。こちらにどうぞ。皆さん、私の大親友だった方のお嬢さんをご紹介しますね」

　数日後、王妃主催の内輪のお茶会が開かれることになった。もちろん、王妃のお茶会のためにケイトリンが紅茶をブレンドし、準備万端に整えていた。すると、突然ケイトリンにドレスが届けられ、このドレスに着替えて至急、王妃のティールームに向かうようにとアメリアに言われたのだ。

　ご丁寧に髪結い係のメイドまで現れて、ケイトリンの艶々とした淹れたての紅茶のような色の髪を、可愛らしく編み込んで結い上げてくれた。

　王妃のティールームに行くと、そこには別世界が広がっていた。

　開放的なテラスには色とりどりの花が活けられており、部屋の壁紙は、白と薄いピンク色ですっきりと統一されている。天井からは小さなシャンデリアが吊り下がり、その下にある円卓を囲むように王妃と華やかなティードレスを身に纏った貴族の令嬢が、五、六人ほど優雅に椅子に腰掛けている。

　とりわけ目を引いて美しいのは、王妃のすぐ隣に座っている令嬢だ。金色の巻き毛に青い瞳、摘みたての苺のような唇をして、まるでお人形さんのように美しい。

　その令嬢は、ケイトリンと目が合うとにっこりと天使のように微笑んだ。

「さぁ、ケイトリン、こちらの椅子におかけになって」

　その天使の微笑みにぼうっとなって見惚れていると、王妃がその令嬢とは反対側にある自分の隣の椅子に手を置いた。

「あっ、はいっ、かしこまりました」

　慌てて王妃様へ礼をとってから、示された椅子に座る。

　すると天使の微笑みを向けてきた女の子以外の令嬢達は、ケイトリンに値踏みするような目を向けてきた。

「皆さん、改めてご紹介しますわね。こちらのご令嬢は、私の親友だった方のお嬢さんなの。私の話し相手として来ていただいたのよ。それにお紅茶にとても高い知識があるのよ。だから私が是非にとお願いして、王宮の紅茶係としてもお手伝い頂いているの。ね？　ケイトリン？」

「は、はいっ」

　王妃は、レオナルドの紅茶係ではなく自分の話し相手として紹介してくれた。

　ケイトリンも召し使いとはいえ、未婚の女性だ。その方が変に詮索をされなくて、何かと都合が良い。

　王妃はケイトリンに優雅で屈託のない微笑みを向けてきた。

　アーモンド型の瞳を少し細める表情がレオナルドに似ていて、ドギマギしてしまう。

　でも、なぜ王妃は高貴な令嬢方が集まるお茶会に、王宮の紅茶係として給仕させるのではなく、お茶会の参加者として招待してくれたのだろうかと、ケイトリンは不思議に思った。

「ケイトリン・ベルフォードです。父は前のクレアモント男爵です」

　そう名乗ると、令嬢達は扇で口元を隠しながら、クスクスと忍び笑いをした。ケイトリンの耳に「まぁ、男爵ですってよ」とか「なんで男爵の娘が王妃様のお茶会に」などという囁き声がだだ漏れている。高貴な令嬢方に、あからさまに爵位の低さを見下されたことに、ただただ驚いて目を丸くした。

「ケイトリンとおっしゃるの？　素敵なお名前ね。ぜひ、仲良くしてちょうだい。私は、クリスティーナよ。父はブラッドベリー公爵なの」

　まるで雲雀ひばりがさえずるような軽やかな声で、ケイトリンに声を掛けてきたのは、あの天使の微笑みの令嬢だった。

（この方が、ブラッドベリー公爵令嬢……！）　

　ブラッドベリー家といえば、この国の筆頭公爵でもあり、今をときめく大貴族だ。

　すると手のひらを返したように、他の令嬢もクスクス笑いから一変して、クリスティーナに続くように仲良くしてねと取り繕った微笑みを向けてきた。

「よかったわね、ケイトリン、同年代のお友達が沢山できて」

「は、はい。ありがとうございます」

（もしかして、王妃様は親友の娘をほっておけなくて、王都に友達のいない私を気遣かい、お茶会に呼んでくださったのだろうか）

　とはいえ、クリスティーナ以外の令嬢には、すんなりと受け入れられた感じではなさそうだ。

　王妃はそんな令嬢達の様子には気づいていないようで、ブラッドベリー公爵令嬢に向かって満足げに頷いた。

「クリスティーナがケイトリンと仲良くしてくれると嬉しいわ。ケイトリン、クリスティーナは、とても優しくて非の打ち所のないご令嬢なの」

「まぁ、王妃様、恥ずかしいですわ。ただのわがまま娘で、父も困っておりますの」

「そんなことはないわ。レオナルドも小さい頃からあなたのことを妹のように思っているのよ」

「王子様にそのように思っていただけて嬉しいですわ。私も王子様のことは小さな頃から、本当の兄以上の存在として慕っておりますの」

　クリスティーナの頬がふわりと薔薇色に染まる。

　それがまるで、天使が恥じらっているようで、殿方なら誰でも一目で虜とりこになってしまいそうだ。

　親切にも声をかけてくれたクリスティーナなのに、ケイトリンはなぜか胸がチクリとした。

（きっと、クリスティーナ様は、王子をお慕いしているのだわ）

　小さな頃からの幼なじみであり、兄のような存在だったと知り、なんだかモヤモヤした気持ちが生まれてくる。

「まぁ、お兄様のようなどではなく、お似合いの二人ですわ。王子様とクリスティーナ様が並ぶと、まるで絵画から抜け出てきた王子様とお姫様のようですもの！　ダンスもピアノも歌の才能もずばぬけていらっしゃるし、王子様の婚約者としてクリスティーナ様以外に相応ふさわしい方はおられませんわ！」

　他の令嬢が口をそろえて、クリスティーナを褒め称えた。クリスティーナは恥じらいながら礼を言いつつも、まんざらでもないようで令嬢達と楽しくお喋りをし始めた。

「私など、まるきり王子様に及びませんわ。ただ王子様と小さな頃から仲良くしていただいているだけで」

「そういえば、クリスティーナ様の乗馬の練習も王子様がずっとつききりで教えてくださったのですよね？」

　取り巻きと思しき令嬢が、クリスティーナに話しかけた。

「ええ、ちょうど十歳の誕生日に、父が仔馬を贈ってくれたの。そうしたら、王子様が自ら私が馬に乗れるように手ほどきしてくださったのよ。おかげで今では王子様と馬で並んで競走ができるくらいなのだけど、どうしても王子様には勝てないの。私がむくれると、おちびちゃんにはまだ負けないよって、まるで子供のように言われてしまって」

　すると令嬢たちが、きゃぁーと一斉にさやめきたち、口々に「羨ましいわ」とか、「なんて素敵な二人！」などと、かしましい鳥のように騒ぎ立てている。

「そうだわ、明日、皆様で王子様をお誘いして乗馬に出かけましょうよ。馬に乗って近くの森にピクニックに行きませんこと？　王妃様、宜しいでしょう？」

　一人の令嬢が申し出ると、王妃もそれはいい考えねと快く返事をした。王妃が何かを言おうとして口を開いたとき、王妃付きの女官がしずしずと歩み出た。

「王妃様、大臣が王妃様に至急のご面会を申し出ております」

「まぁ、分かったわ。皆様、ちょっと席を外しますけれど、どうぞゆっくりなさってね。終わりしだい、戻りますから」

「はい、王妃様」

　王妃が優雅に立ち上がると、他の令嬢も一斉に立ち上がって礼をした。慌ててケイトリンも立ち上がり、他の令嬢のまねをして、ドレスをちょこんと摘まみ上げて恭しくお辞儀をしながら、女官に先導されて退出する王妃を見送った。

　王妃が去ると、また元のとおり令嬢方が着席した。

　なぜか場の雰囲気が打って変わってしらけたように静かになる。いきなりシーンとしてしまい、ケイトリンは戸惑った。

　自分から何か話しかけた方がいいのだろうか。でも身分が低い自分から話しかけるのは気が引ける。

「ケイトリンさんは、乗馬はなさるの？　ぜひ、ピクニックに一緒に行きましょうよ？」

　ケイトリンがまごまごしていると、クリスティーナがにこやかに微笑んでケイトリンを誘った。

「あ、あの、ありがとうございます。せっかくお誘い頂いたのですが、馬には乗れなくて……」

　すると令嬢たちがとたんに驚いた声を上げた。

「まぁ？　あなた、仮にも男爵のご令嬢でしょう。貴族の令嬢なら乗馬は最低限の素養のひとつなのに。では王子様とのピクニックには行けないわね」

　そう言いながら隣の令嬢とクスクスと笑った。すると隣の令嬢が、扇でぱたぱたと口元を仰ぎながらケイトリンに意地悪く言った。

「あら、ピクニック用にメイド達が馬車で後を付いてくるでしょう。メイド達と一緒の馬車に乗ってもらえばいいわよ。ケイトリンさん、あなた王宮の紅茶係としてお手伝いしているのでしょう？　だったら乗馬で疲れた私たちに紅茶を給仕してくださらない？」

「あ、あの。でも……」

「まぁっ、それがいいわ！　それならケイトリンさんも一緒に行けるわね。ね、いいでしょう？」

　それまで控えめに微笑んでいたクリスティーナも、嬉しそうに他の令嬢たちに賛同する。

　ケイトリンは、クリスティーナが本当に親切心から言ってくれたのかどうか、内心、疑いながらも、可愛らしく強請るような微笑みを向けられ、つい承諾の返事をしてしまった。

　そもそもケイトリンは、他の令嬢のように、王子と乗馬を楽しむなど身に余ることだと思っている。

　それにもし、乗馬に参加できたとしても、慣れない馬に乗って、きっと神経を擦り減らせてしまうだろう。それよりは、大好きな紅茶を給仕する方がよっぽど気が楽だ。

　そう自分を納得させると、クリスティーナがケイトリンをじっと見つめてきた。その目はさっきまで甘い綿菓子のようだった彼女とは一変したように、なんだか、ひどく冷たく感じてゾクッとした。

「ねぇ、ケイトリン？　あなた、来月の王子様のお茶会には出席なさるの？」

「お、王子様のお茶会？」

　ケイトリンが聞き返すと、他の令嬢が呆れていった。

「まぁっ、ケイトリンさんはほんとに何も知らないのね。この国のしきたりで、代々王子様は婚約者を発表するのに、王子様主催のお茶会を開くのよ。この国の貴族で婚約者に相応しい令嬢を何人も招いて、その中から婚約者を選ぶの。招かれるだけでも大変な栄誉なのよ。でも、もう婚約者は決まっているようなものだけれど」

「そうよ、絶対クリスティーナ様が、婚約者に選ばれるに決まっているわ。爵位も美しさも教養も全て最高のものを兼ね備えているもの。王子様とも小さな頃から親交があるし」

「まぁ、みなさん、買いかぶりすぎだわ。でも、私も小さい頃からお妃教育は受けていたの。それでもこればかりは分かりませんものね。ケイトリンさんにご招待状は届いたの？」

　クリスティーナが探るような目を向ける。

「あ、いいえ、私は……。ですが、お茶会の準備を手伝うように王子様に言われました。大切なお茶会だからと」

　それを聞いた令嬢達は一斉に愉快そうに笑い出した。

「クリスティーナ様、いくらなんでも男爵令嬢が招待状をもらうことはありませんわ。王妃様だってケイトリンさんを王宮に呼んだ本当の目的は、きっと王子様のお茶会の準備を手伝わせるためですわ」

「そうよ、今日、王妃様のこのお茶会に呼ばれた令嬢は、皆さん招待状をもらった方々ばかり。なんでケイトリンさんが呼ばれたのかと思ったけれど、紅茶の準備のためね。ちなみに私の好きな紅茶は、ダージリンの春摘茶よ。用意しておいてね」

　他の令嬢もそれぞれケイトリンに自分の好みの紅茶を伝えると、今度はケイトリンのことなど気にも留めずに、最近あった舞踏会での噂話に花を咲かせはじめた。

　ケイトリンは話題が自分から舞踏会のことに話がそれたことにほっとしたが、レオナルドが言っていた大切なお茶会というのが、レオナルドの婚約者を選ぶために開かれるものだと知って、ふぅとため息をこぼした。

『とっておきの心に残るお茶会にしたいから』

　レオナルドは、そう言っていた。

　婚約者のために、とっておきのお茶会にしたいのだ。

　ケイトリンは、ふと小鳥が囀るように軽やかな声でお喋りをしているクリスティーナを見た。

　首を傾げる度にふわふわと揺れるピンクブロンドの巻き毛。大きな宝石を嵌め込んだような青い瞳。ミルクのように真っ白な肌。天使のように美しく、気品も教養もある公爵家のご令嬢。

　他の令嬢がいうように、きっと婚約者となるのはクリスティーナだ。レオナルドがクリスティーナのためにとっておきのお茶会にしたいと言ったことに、なぜかじめじめしたような蟠わだかまった気持ちが湧き上がってくる。

　自分にレオナルドのお茶会に参加する資格が、これっぽっちもないことはわかりきっているというのに。

　だけど他の令嬢のように、レオナルドからの招待状を頂いたらどんな気持ちになるのだろう。ほんの少しの間でも、レオナルドの妃になれることを夢に描いてみることができるのだ。

（きっとどんな女の子だって雲の上にいるような気持ちになってしまうはずだわ）

　ケイトリンは、クリスティーナや令嬢達が、華やいだ様子でお喋りに夢中になっているのに目をやった。クリスティーナ以外の令嬢も、皆、とても洗練されていて爵位も高い。だれがレオナルドの婚約者になってもおかしくはない。

　そもそもこのご令嬢方と一緒に王妃のお茶会に呼ばれたことさえ、身に余る光栄なのだ。

（他の令嬢と比べて、私は──）

　ケイトリンは、かぶりを振ってその思いを追い払った。

（──私は王子様の紅茶係であり、それ以上ではないのよ）

　最近は熟睡できるのか、王子の寝起きもだんだんと良くなって、毎朝、紅茶のトレイをベッドにセットするときに、寝ぼけ眼まなこで「おはよう」と、ふいに頬にキスしてくるから勘違いしているのだ。ケイトリンが慌てると、「ケイトリンが可愛いかだらよ」とさらっと言ってのける。

　誰にでも愛想が良く、女たらしのレオナルドにとっては、ただの戯れ程度の挨拶と変わらない。

（だから恋心を抱いてはだめ）

（ただ見目麗しい王子様に憧れているだけよ。空高く浮かぶ雲に手が届くはずもないのだから）

　令嬢達のお喋りをただなんとなく聞きながら、ぬるくなった紅茶のカップをぼうっと見つめていると、女官がやってきた。王妃が戻ってこられないと伝えられると、お茶会はほどなくお開きになった。

　令嬢達が退出した後、ケイトリンは片付けにきたアメリアを手伝って、テーブルに残った紅茶のカップやお菓子のお皿をワゴンに乗せて片付けはじめた。

「ケイトリン、王妃様からお借りしたドレスが汚れるわよ。ここは私がやるから」

「あ、すみません。じゃあ、このワゴンだけでも戻してきますね」

　あとの片付けをアメリアに任せて、ケイトリンは王妃のサロンを出て、ワゴンをころころと押して紅茶の準備室に向かった。

　大広間の脇にある広い回廊にさしかかったとき、向こう側から歩いてきた騎士に声を掛けられた。

「あれ？　もしかしてケイトリンじゃないか？」

　聞き覚えのある声にケイトリンが見上げると、鳶色とびいろの髪の毛に日焼けをした背の高い騎士が驚きながら屈託のない笑顔を向けてきた。

「わあ！　もしかしてアルなの？」

　その懐かしい笑顔にケイトリンも思わず満面の笑みを浮かべた。

　小さな頃から領地で一緒に遊び、家族ぐるみの付き合いをしていた地元の地主のひとり息子のアルバートだった。数年前に、王都の騎士の試験に受かって田舎を離れたというのは聞いてはいたが、その後ケイトリンの両親が亡くなって、叔父の一家が領主館に住み出すと、アルバートの家族との交流も途絶えてしまっていた。

「ケイトリン、お父さんとお母さんは残念だったな。でも、なんでお前が王宮にいるんだ？」

「うん、実は、王宮の紅茶係になって働き始めたの」

　そういうとアルはみるみる怒りで顔を赤くした。

「なんだって？　叔父さんと叔母さんはケイトリンを働かせているのか？　ケイトリンは領主の娘なんだぞ！」

　語気を荒くして、今にも領地に戻って叔父夫婦に文句を言いそうな勢いだ。

「あ、アル、違うの。誤解しないで。実は王妃様に紅茶の腕を買われて、王子様のお茶会を手伝って欲しいと言われているの。王妃様とお母様は、少女時代からの親友だったんですって。そのご縁で」

　するとアルは、少し肩の力を抜いてほっとしたようだ。

「そうか。でも外では働いたことのないケイトリンには、大変だろうな」

　そういって小さい頃からケイトリンによくしてくれたように、頭をぽんぽんと撫でた。

　アルは自分の妹も含め、いつも頭をぽんぽんと撫でてくれる優しいお兄さんだったから、懐かしくてケイトリンも嬉しくなる。

「そうだ！　ケイトリン、実はお袋が今、妹たちと一緒に王都に来てるんだ。今夜、家にきて一緒に夕食をとらないか？　きっとお袋達も喜ぶよ」

「わ！　ほんとう？　だけど……」

　王妃様に招待されて王宮にいるとは言え、紅茶係として働いている自分が勝手に外出していいのだろうかと不安になる。アメリアに聞いてからにしよう、そう返事をしようとしたときだった。

「ケイトリン」

　数人の随行の騎士を後ろに従えて、レオナルドがすぐ近くにやってきた。ケイトリンは慌てて、ワゴンを端に寄せて深々とお辞儀をすると、騎士であるアルもさっと片膝をついて頭を下げた。

　レオナルドはアルをちらりと見たが、近衛騎士のアルには声もかけずにケイトリンのすぐ側に寄ってきた。

「母上のお茶会に招かれたんだろう？　その花柄のデイドレス、よく似合ってるよ。ケイトリンは何を着ても蝶々のように可愛いね」

　歯の浮くような褒め言葉をすらすらと言われてケイトリンは気恥ずかしくなる。思わずアルを見ると、その肩がピクっとぎこちなく揺れた。

「そうそう、ケイトリンに大事なことを伝え忘れていたよ。今日の夜、アメリアとウィルキンソンを呼んでいるから、ケイトリンも僕の部屋にきて。来月のお茶会のことで大事な打ち合わせをしたいから」

（──どうしよう。たった今、アルの家での夕食に誘われたから、打ち合わせは明日にしてもらおうかしら）

「あ、あの、今夜は実はアルの……」

　ケイトリンがそう言いかけると、レオナルドのアーモンド型の瞳が糸のようにすっと細められた。

「ケイトリン、俺たちの夕食会はまた今度でいいから、殿下の──」

　アルが顔を上げて口を開くと、レオナルドがこれ以上無いくらい冷ややかに見下ろした。

「──きみ、誰？」

「はっ、恐れながら第三近衛中隊に所属しているアルバート・デラクールと申します」

「そう、近衛騎士なんだ。なるほど、第三中隊ね。ケイトリンとは知り合い？」

「あの、アルとは田舎が一緒で小さい頃から家族ぐるみでお付き合いしていて……、今夜はアルの家の夕食会に誘われたんです」

　アルが答える前に、ケイトリンが口をはさんだ。なぜか夕食に誘われたことが後ろめたく感じてしまう。

「なら、しようがないね」

　ケイトリンは、レオナルドが外出を許してくれたのかと思いぱっと嬉しそうな顔を向けると、レオナルドはアルに向かって冷ややかな声で言い渡した。

「アルバート・デラクール、といったかな？　ケイトリンは今夜、僕と大事な打ち合わせがあるから彼女との夕食は諦めてくれる？　当分、僕のお茶会の準備でケイトリンは忙しいと思うから、王宮の外には出れないよ。悪いけど今後、僕の許可なしにケイトリンを誘わないでくれるかな？　彼女の仕事の邪魔になるから」

　言葉遣いは丁寧だが、王子でなければそうとう無礼な物言いだ。

　アルは顔をさっと青くして頭を下げると、そそくさと逃げるように任務に戻っていった。レオナルドの後ろに控えていた近衛騎士たちから、アルのやつ可哀想に、王子に目をつけられたぞ、というひそひそ声が聞こえてきた。

「ケイトリン、よそ見しちゃだめだよ」

「えっ？」

　アルの後ろ姿を目で追っていたケイトリンは、訳が分からずにレオナルドを見ると、大きな手をケイトリンの頭にふわりと置き、さっきアルがしたように、ケイトリンの頭をぽんぽんと撫でた。

「僕をこんな気持ちにさせるなんて、いけない子だな。まだ先にしようと思ってたけど、やっぱり印をつけておかないとだめみたいだね」

「印？」

　ケイトリンが問うとレオナルドは、くすりと笑った。

「うん、先につけないと盗られちゃうから。目を付けたお菓子を他の誰かにとられないように」

（──？　どういうこと？）

　レオナルドは、お茶会に出すお菓子のことを言っているのだろうか。

　なにか違うことを意味しているようだけれど、よく分からない。

「じゃ、今夜、忘れないで来てね」

　そう言い残して、レオナルドは近衛騎士たちとともに颯爽としたようすで王宮の奥に歩いていった。

（──ふぅ。なんなの。今日は）

　王妃様のお茶会で令嬢たちにも気を使ったばかりだというのに、さっきのレオナルドはいつもと違って、なんとなくピリピリした雰囲気が漂っていた。

　せっかくアルから久しぶりに叔母様や妹さんたちとの夕食会に誘われたというのに、なんだかレオナルドに水を差されてしまったようだ。

（単に機嫌が悪かったのかしら？　それとも、王宮に務める紅茶係の私が、お仕事をせずに王宮の外に行こうとしたことに、気分を害されたのかしら？）

「あらっ、ケイトリン、まだここにいたの？」

　後ろからお茶会の後片付けを終えたアメリアがやってきた。

「あっ、はい。たった今、王子様とすれ違って。王子様が、今夜、ウィルキンソンさんとアメリアさんとでお茶会の打ち合わせをするから、私も王子様の部屋に来るようにって」

「えっ？　ほんとう？　そんな話、聞いてないわ。ウィルキンソンさんが知っているのかな。聞いてみましょ」

「はい」

　二人は首をかしげながら、紅茶の準備室に戻っていった。
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　その日の夜。

　ケイトリンは翌朝のモーニングティーの準備を終えると、ウィルキンソンとアメリアの後についてレオナルドの部屋に向かった。

　ウィルキンソンもレオナルドがお茶会のことで打ち合わせしたいというのは聞いていなかったようで、「はて？」と頭を捻ひねっていた。

　夜に三人を呼び出すほどの大事な打ち合わせとは何なのだろうと、三人揃ってレオナルドの部屋に向かう。するとレオナルドは驚いた顔で「なんだ、皆できちゃったの」と、はぁ～と深くため息を吐いた。

　しかも大事な打ち合わせと言っていたのに、打ち合わせの内容を度忘れしたのか、「ええと、なんだっけな？」といって、結局、五分もかからず打ち合わせらしきものが終わってしまった。

　夜にわざわざ呼び出して、打ち合わせをするほどのことでもない内容だったが、逆にウィルキンソンが細かい点をあれこれと質問攻めにすると、レオナルドは面倒くさそうに全部「任せるよ」と答えていた。

（──昼間は、すごく大事な打ち合わせのようにアルに言っていたのに）

　この程度の打ち合わせなら、別にいつでもいいことだ。それなら今夜、アルの家の夕食にだって行けた筈だと思い、ケイトリンは、恨めしそうにレオナルドをみた。

　久しぶりにアルの妹や叔母様とお話しできたのに、それがレオナルドの急な呼び出しでふいになり残念に思った。

　するとレオナルドがちらりとこちらに視線を泳がした。ケイトリンと目が合うと、上機嫌でにこりと極上の微笑みを向けてくる。笑ったときに少し首をかしげる癖があるから、金色の前髪がさらりと揺れた。

　ケイトリンは、何度見てもその笑顔にきゅんと胸がときめいてしまう。

　ああ、やっぱりレオナルドは天性の女たらしだ。

　自分の笑顔が女性にどう作用するのかを生まれながらに心得ている。レオナルドの気まぐれに振り回されているというのに、どうしても憎めない。

　憎めないどころか、逆にどんどん惹かれてしまう。

　レオナルドは、まるで黄金の毛並みをした高貴なペルシャ猫のようで、扱い難いが人の目を惹きつけてやまない。

「ケイトリン？」

「あっ、は、はい」

　レオナルドのことに思いを巡らせていたケイトリンは、アメリアに呼ばれてはっと我に返った。

「あとはウィルキンソンさんと打ち合わせするから、私たちは先に下がっていいって。戻りましょ」

「……はい」

　やれやれと大きな伸びをして眠たそうにしているアメリアと別れ、召し使い用の部屋ではなく、新たに王妃から与えられたゲストルームに向かう。

　扉をひとつ開ければ、そこにはケイトリンがずっと憧れていた部屋が現実にある。

　淑女専用のその客室には、天蓋付きのベッドがあり、ベッドの片側には、薔薇の模様細工があしらわれた大きな鏡のついたドレッサーがある。その前の小さなテーブルには、薔薇の花びらを精製して作った化粧水や香水なども美しい瓶に入ってずらりと並んでいる。

　寝室の脇にある造りつけの衣裳部屋には、デイドレスや下着、可愛らしいネグリジェなど、あらかじめ生活するに困らない衣装がひととおりとり揃えられている。

　その部屋は、ケイトリンがこれまでうっとりと夢に思い描いていた部屋そのものだったが、今のケイトリンには逆に惨めに映った。

（こんなに豪華なお部屋には、クリスティーナ様のような高貴なご令嬢が似合う）

　どんなに上辺を上等なドレスで取り繕ったところで、ケイトリンがその下に身に着ているのは木綿の下着だ。もちろん、この部屋には絹のすべすべした肌触りの良い上等な下着も用意され、王妃は遠慮なく使うように言ってくれたが、ケイトリンは持参した着替えをいまだに着用していた。

（だって、私には身分不相応だ）

　今は客人として滞在しているけれど、いつかはただの召し使いのケイトリンに戻るのだ。

　だから贅沢に甘んじてはいけない。それこそ、こんなふかふかな天蓋付きのベッドで寝られること自体、夢のようなものなのだから。

「さぁ、もう寝なきゃ。明日も早いし」

　ケイトリンは、続き部屋の浴室に備え付けられているバスタブで軽く身を清めると、いつもの木綿のネグリジェに着がえて、早々にベッドの中に潜り込んだ。

　ベッドサイドのランプを消して、うとうとしながらようやく眠りについたとき、ケイトリンの部屋の扉の鍵がかちゃりと音を立てた。音もなく扉が開き、その隙間から背の高い人影が、するりと部屋の中に滑り込む。

　仄かに揺れる小さな手燭で探るようにしながら、ケイトリンが寝ているベッドに近づくと、その手燭をベッドサイドのテーブルに置き、隣にあるランプの明かりをそっと灯した。

「……ケイトリン？　寝ちゃった？」

　ケイトリンの頬が何か温かなもので撫でられた。

　夢うつつの中で、ゆらゆらと揺れる灯りを瞼の裏に感じていたケイトリンは、頬を撫でている温もりが心地よくて、自分からさらに頬を擦りつけ、子猫のように喉を鳴らしてしまう。

　すると、くすっというどこか聞き覚えのある忍び笑いが聞こえてきた。ケイトリンの寝ている左側がぎしりと深く沈んだかと思うと、あたたかな温もりがすぐそばに感じられた。

　まどろみの中でも、その気配が決して自分を害するものではないとわかる。それよりも、自分からすり寄って、その温もりをもっと感じたいような気になった。

「いい子だね、ケイトリン。今夜は君をもらうから」

　その声で、ゆるやかに意識が浮上してきたケイトリンは、胸のネグリジェのボタンが一つずつゆっくりと外されていることに気が付いた。

　ふいに素肌がひんやりとした空気を吸う。

　ケイトリンがはっとして目を開けると、真上から覆いかぶさるように見下ろしているレオナルドの姿があった。

　レオナルドは目が合うと、長い睫毛に縁どられたアーモンド型の瞳を妖艶に眇め、口元をふと緩めた。

「ああ、やっと起きたね。なかなか目覚めないから、このまま可愛いケイトリンを頂いちゃおうかと思ってたんだ」

　悪びれた様子もなく、レオナルドは肌けたケイトリンの胸に顔を近づけた。

　まるみのある乳房の先端にある、ほんのり薄桃色に色づいた頂を、そっと唇で愛撫する。

「ふわぁぁっ……」

　触れられただけなのに、とたんに甘い痺れが全身に流れ込み、ケイトリンは躰をぴくぴくとしならせた。

「やぁっ、王子さまっ……、なんで私の部屋に……、かっ、鍵は……」

　よくよく見ると、レオナルドは素肌に濃紺のシルクのガウンしか身に付けていない。

「今日の昼間に言ったよね？　ケイトリンに印をつけるって。それに僕は国王と王妃の部屋以外、この城のすべての部屋の合い鍵を持っているんだよ。有事の時のためにね」

　レオナルドはガウンのポケットから、銀の合い鍵を取り出してケイトリンの目の前でしゃらしゃらと小さく振って見せた。

　それはそれで驚いたが、一番問題なのは、なぜ、レオナルドがケイトリンの部屋に忍び込んできて、あまつさえ、ケイトリンに覆いかぶさって胸を露わにしているのかということだ。しかも両手をベッドに押さえ込まれている。

「なぜ、わ、私の部屋にっ……」

「それは心外だな。ケイトリン以外の誰の部屋に行くというんだい？」

「そ、そうじゃなくてっ……」

「大丈夫、優しくするから。でも、ちゃんと本気出すから」

「ほ、本気って、王子様、なにを……」

　するとアーモンド型の瞳をすっと細めて笑う。

「分からない？　ケイトリンが他の誰かにとられる前に僕のものだという印をつけておくんだよ」

「し、印？」

　何のことを言っているか分からない。きょとんとしていると、レオナルドの声が、ケイトリンを咎めるような声色に変わる。

「ケイトリンのせいだよ。本当はもっと……、君をもらうのは、僕のお茶会の後にしようと思っていたのに。だけど気が変わった。だって昼間、アルとかいう騎士とあんなに仲良さそうにしていただろう？　それに僕が見たところ、ケイトリンを狙っている騎士は他にも何人かいるからね。僕だけの甘いお菓子なのに、横取りされるのは許さない」

「あ、甘いお菓子？」

「そう、ケイトリンのこと。前にクリームを一杯つけてケイトリンを味わっただろう？　もっとケイトリンを味わいたかったけど、これでも、毎朝、起こされるたびに自制していたんだよ。ちゃんとケイトリンの気持ちが分かるまでは、急かしてはいけないと思って。でも、そろそろ限界かな」

「限界って……」

「うん。俺の理性の限界」

　耳元で囁かれた掠れて色を帯びた声にどきっとする。

　すぐ間近にレオナルドの艶めいた顔が迫ってきた。

　仄かに灯るランプの灯りに浮かび上がるレオナルドの表情は、慾を帯びている。

　ケイトリンはいつもの清雅なレオナルドとは違う、熱を孕んだ男の色香を肌に感じ、思わずぞくりと身を竦ませた。

「ごめん……、ずっとこうしたいと思っていたから、余裕がない。でも怖がらなくていいよ」

　レオナルドがケイトリンの頬をそっと包んだ。

　唇がゆっくりと近づいて、ケイトリンの唇と重なり合う。わずかにひらいた隙間から、レオナルドの熱い吐息が吹き込んできて、ケイトリンはとたんに身体から力が抜けた。

「ケイトリン……」

　甘い声で名を呼ばれ、唇が深くやわらかく重なってくる。

「ふっ……」

　触れあった唇が熱い。

　息も心臓も止まってしまいそうなほど、レオナルドとの口づけで胸がいっぱいになる。

　これは戯れなのだろうか。

　なのに、レオナルドのキスがあまりにも熱くて、優しくて涙が溢れそうになる。

　ふだん、そつがなくあまり物事に執着しないレオナルドのどこにこんな熱が蓄えられていたのだろう。

　丁寧になんども唇を重ねられ、ケイトリンの口がほぐれると、ひらいた唇の隙間からそっとレオナルドの舌が差し込まれた。

　くちゅりと艶めかしい水音が立ち、可愛がるように舌と舌を擦り合わせ、絡ませてくる。

「んっ、ふ……、やぁ……」

「ああ……、ケイトリン、すごく甘い」

　レオナルドが小さな唇を啄みながら、ケイトリンの乳房を包み込み、やわりと揉んだ。

「ひぁ、ぁ……、ぁ……」

　男の大きな手のひらを素肌にじかに感じて、ひくんと身体に震えが走る。

　同時に心臓がどくどくとうるさいほど高鳴り、身体がかぁっと熱を帯びてきた。

　乳房に指が深く沈むほど揉みこまれ、甘い痺れが全身に広がってくる。尖りを帯びて敏感になった乳首に指が掠めると、じんっと痺れて甘い疼きに身を震わせる。

「んっ、あ、そこ、やぁっ……」

「ほら、見て。ケイトリンの可愛い乳首がこんなにぴんと張り詰めてる」

　恥ずかしさに見ることなどできずに顔を逸らそうとすると、レオナルドがケイトリンの唇を逃がさぬように追い、捉え、唇をしっとりと重ね合わせてきた。

「ふぅ……、んんっ……」

　途端に鼻孔にレオナルドの男らしくてどこか艶めかしい香りが流れ込む。

　ケイトリンはくらくらと眩暈を覚えながら、喉元から小さな甘い声を漏らす。それは降伏の印だったのかもしれない。

　レオナルドをはねのけるどころか、彼の口づけが甘やかで柔らかくて、城の紅茶係ということを忘れて、ずっとこのままレオナルドから与えられる甘さに微睡まどろみたいような気持ちになる。

　レオナルドはたっぷりと唇を堪能すると、今度はほっそりした喉元から鎖骨へと滑らかな肌を啄みながら唇を降ろし、まろみのある乳房にちゅっと音をたてて吸いついた。

　乳房のはりのある弾力を唇や舌で舐めて堪能しながら、つんと尖った頂へとのぼりつめていく。

　ぞくぞくとした生まれて初めて感じる快感に、ケイトリンはどうしていいかわからずに身悶えた。

　無防備に尖った乳首はあっけなくレオナルドの唇にとらえられ、舌先でこりこりと嬲られて、その口にちゅっと咥えられる。

「ひぃぁんっ……」

　えもいわれぬ甘い痺れが全身を駆け抜けて、ケイトリンは思わず身体をひくひくと震わせた。

　なぜだか足の付け根からとろりとした液体が溢れ出る。

「ケイトリン、もっと気持ちよくしてあげる」

　もう片方の乳房もたっぷりと愛撫され、敏感な乳首を舌でこね回され、扱くように吸われると、意識がふわりと浮遊して、身も心もとろとろに蕩けていく。

　自分がまるで甘いお菓子になってしまったような感覚。

　レオナルドに味わわれるたびに、クリームのように身体が快楽に蕩け、やるせない疼きが大きく膨れ上がっていく。

「ケイトリン、これから一番可愛い所を蕩かしてあげる」

　いつの間にかネグリジェをすべてはだけられ、レオナルドの愛撫が胸よりさらに下に降りていく。シロップが纏わりつくような甘い感覚を覚え、戸惑いながら身を震わせた。

「いい子だね、怖がらなくていいよ」

　レオナルドが、やんわりと両脚を押し開いてケイトリンの秘めた秘所にゆっくりと唇を近づけていく。

　ケイトリンは愕然とした。

　自分でも湯あみの時にしか触れたことのない、あられもない所に口づけしようとしてるのだとわかり、いやいやとかぶりを振った。

「やぁっ、だめ。レオナルドさま、そんなところだめぇ……」

「なぜ？　ここがケイトリンの一番甘くて美味しいところなのに。もうこんなに蜜を滴らせてとろとろだよ」

（──恥ずかしいっ）

　自分でもなぜそこが、とろとろになっているのが分からない。レオナルドの愛撫に感じるたびに、よく分からない液体がとろりと溢れ出していた。

　それを指摘され、恥ずかしくて消え入りそうになる。

　なのにレオナルドは、嬉しそうに唇を近づけた。ケイトリンは無駄だとわかってはいても、子供のようにいやいやと懇願して思いとどまらせようとした。それでもレオナルドは意に介せず、「よしよし、だいじょうぶだよ」とあやすように受け流す。

　ありえない場所に熱い吐息が吹きかかる。

　ケイトリンは思わずぎゅっと身をこわばらせた。

　すると、ぬるりとした舌がのび、蜜を掬って秘裂をゆっくりと舐め上げる。

「あっ、ひゃ、あ…………」

　ぴくぴくと腰が痙攣する。

　今までとは比べ物にならない、強烈すぎるほどの快楽が脳芯を貫いた。

（──い、息がとまりそう──）

　レオナルドは、まるでこぼれた糖蜜を舐めとるように花弁に舌先を這わせている。

　ケイトリンは、ただ、はふはふと息をするのがやっとだ。

　我慢しようにも、レオナルドの舌が蠢いて、あまりの愉悦に腰がわなわなと震えだす。

　押し寄せる快感に身悶えていると、レオナルドの舌が媚肉を深く抉るように行き来し始めた。

「ひ……、あ、や……、あんっ」

　ぬるぬると動く舌の動きに、花唇があられもなくひくひくと震えだす。

　するとレオナルドが含み笑った。

「せっかちさんだね。でも、そんなケイトリンも可愛いよ」

　しなやかなのに節くれ立った指でケイトリンの柔らかな花びらをそっと割り開く。

　とたんに、すぅっとした外気を感じ、奥に佇む芯のようなものが晒さらされた。

　大切に秘めていた存在を曝かれてしまうような、得体のしれない不安にどくどく心臓が打ち付ける。

「やぁ、だめ、そこ、見ないで……」

　ケイトリンはあまりの羞恥に、自分の顔を手で覆う。

「いっぱい蜜が滴っている。ここはケイトリンが一番気持ちよくなれるところだよ」

　レオナルドがぷっくりと膨れた芯に舌で触れた。小さくそっと触れただけなのに、蕩けてしまいそうなほどの痺れが身体中を駆け巡る。

「……あ、ぁ────」

　ケイトリンはつま先をピンと強ばらせた。

　膨らんで敏感になった花芽をぬるぬると舐め転がされるたび、ケイトリンの腰がぴくぴくと小刻みに震えだす。

「──気持ちいい？」

　レオナルドが秘部を舐めながら、ケイトリンを見上げてくる。それがとっても淫らに感じ、いやいやと首を振る。なのにケイトリンは懇願するようにレオナルドの名前を呼んだ。

「ふぅっ、んっ……、レオナルド、さまぁ……」

　あまりの気持ちよさに、啜り泣きが漏れてしまう。

　淫らなことをされているのに、言葉にならないほどの快感に打ち震え、蜜がとめどなく溢れだしてくる。

　経験豊富なレオナルドには、どこをどう舐めればケイトリンが気持ちがいいのか分かりきっているはずだ。なのに、わざと探るようにつついたり舌先で容赦なく転がしたりを繰り返されれば、性に未熟なケイトリンは、ただ、快感の波に翻弄されてしまう。

　ケイトリンが濃厚な快楽を持て余し、啜り泣きを漏らしながら瞳を潤ませていると、レオナルドは色気を帯びた瞳をむけてきた。

「こっちも解してあげよう。でないと僕を受け入れるのに辛いからね」

　なにを思ったのか、レオナルドがケイトリンの濡れそぼった蜜口にゆっくりと指を沈み込ませていく。くちゅ、ぬぷっと蜜が弾ける音がして、節くれだった指がつぷつぷと挿入はいり込んでくるとケイトリンの身体はきゅっと強ばった。

「や、王子さまっ、なんで指を……、おねがい、抜いて下さ……」

「でもケイトリンのここは、僕の指をきゅっと締め付けて咥えこんでいるよ。それに指で解しておかないと、ケイトリンが痛いから」

　レオナルドは中指を根元まで挿入すると、ゆるゆると引き出した。同じ動作を繰り返して、肉襞をゆっくりと丹念に解していく。

　これはなにかの儀式なのだろうか。




　ぐちゅぐちゅと蜜口に指が挿入されるたび、甘いような疼きが生まれてきた。強張こわばっていた太腿からもくったりと力が抜ける。

　指がナカに挿入されるたび、媚肉がきゅっと蠢く感覚に見悶える。

「ああ、可愛い。ケイトリンがきゅんきゅん僕を締め付けてくる。うまくできたらご褒美をあげようね」

　レオナルドはくちゅくちゅと音を立てて蜜洞を掻き混ぜる。それだけでも甘い疼きが沸き上がって気持ちがいいのに、あろうことかレオナルドは、花弁に舌を這わせ、赤く熟れた秘玉にもねっとりと絡みついてきた。

　舌先で丸く円を描きながら、ぷっくりと膨らんだ秘玉を味わうようにくにくにと舐め転がしていく。

「はぁぁっ……、ひぅっ……、だめ……、も、きちゃう──」

「いいよ、いってごらん」

　何が来るのか自分でも分からなかった。なのにレオナルドは心得ているようで、丁寧に花芯を愛撫してケイトリンの快楽を追い上げていく。

「くぅっ、はぁ、……あぁぁっ……、あん……」

　あまりの快楽に堪えきれず、頭を打ちふるう。

　下半身が熱で溶けてしまいそうなほど熱い。

　ナカから媚肉を擦られ、外側から剥き出しの蕾を愛撫されるという、あまりの悦楽におかしくなってしまいそうだ。

　はち切れそうなほど、ぷっくりと熟れた蕾をレオナルドが口に含んで、感じすぎる秘玉をとっておきの砂糖菓子を潰すようにちゅぅっと吸い上げた。

「────ひぃぁっ……、あぁ──…………」

　まるで心も躰も天国に飛んで行ってしまったように、頭の中が真っ白になり浮遊感に包まれる。

　腰が勝手にひくひくと痙攣するのをとめられない。

「──可愛い、ケイトリン。気持ちよかっただろう？」

「レオ……ド、王子さま……」

　ケイトリンは、潤んだ瞳でレオナルドを見た。自分に何が起こったのか呆然とする。

「よしよし、初めてにしては上手に達いけたね」

　なにも経験のないケイトリンは、これが達いく、ということなのだと初めて知った。

　レオナルドはケイトリンの唇にちゅっと口づけをしてから、上半身を起こした。

　腰ひもを解いて、薄手のガウンを脱ぎさっとベッドの脇に放る。

　ランプの仄かな光に浮かび上がるレオナルドの引き締まった裸体は、無駄な肉がなく端正で美しかった。

　呆けたようにぽうっと見つめていると、いつものアーモンド形の瞳が困ったように揺らめいた。

「ケイトリンが欲しくて、さっきからずっとこうなってる。触れてみてごらん」

　ケイトリンは、ひくりと喉を震わせた。

　レオナルドの臍へその下の茂みからは、優美なレオナルドには似つかわしくない、慾望の証しが猛々しくそそり勃っている。レオナルドに導かれてケイトリンが肉棒に触れると、太く逞しい肉竿がなにか別の生き物のようにぴくぴくと脈打った。

　それは触れただけで熱く、なぜかケイトリンの下腹部がきゅんと収縮した。

「ごめん、もう余裕ないから挿入いれるよ」

　その切っ先を蜜口にぴたりとあてがった。

「あっ、ひゃぁぁっ──……」

　レオナルドがケイトリンの太腿を掲げあげ、熱く滾った慾望の先端を蜜口に呑み込ませていく。傘のひらいた亀頭がゆっくりと中に押し入ってきた。

「ふ……、あぁっ、はいっちゃ……」

「くっ──、き……っつ……」

　レオナルドから、少し苦し気な声が漏れた。

　それでも、ぐぷりと先端をのみこませ、ゆるゆると腰を前後する。くぷくぷと音を立て、エラのはった亀頭で媚肉を押し開きながら、徐々にではあるが、確実にケイトリンの無垢な蜜洞を曝くように奥に突き進む。

　それは熱せられた太い棒のようで、異物が押し入ってくる感覚に、ケイトリンは恐怖で身構えた。

「く──、ケイトリン、ちから、抜いて──」

　レオナルドがケイトリンのほっそりした腕をなであげ、手のひらをぎゅっと握りしめた。それが大丈夫だよと伝えてくれる気がして、ケイトリンはレオナルドを見上げた。

　レオナルドは苦しげな表情をして額に汗を浮かばせている。切羽詰まったような余裕のない表情に、ケイトリンのためにずっと己の慾望を我慢していたのだと知る。

「──ご、ごめんなさ……」

　ケイトリンが謝ろうとすると、その口を優しく塞がれた。

「ケイトリンが謝ることなどないよ。悪いのは僕の方なんだから。ずっとケイトリンにこうしたかったんだから」

　愛しむように唇が重なってくる。

　ケイトリンは目を閉じてレオナルドの口づけが与えるやさしい感覚に身をゆだねた。

（私はレオナルド様が好き──）

　すき、という感情でいっぱいになる。

「いい子だ、ケイトリン、少しだけ我慢して」

　身体から力が抜け、ケイトリンの奥にレオナルドが一気に腰を進めてきた。ケイトリンは思わず握りしめる手に力を込めた。

　あまりの質量に、じんじん、する。

　それでも痛みよりもレオナルドにいっぱいに満たされている充足感に泣きそうになった。

（──お腹の奥が熱い。レオナルドさまの熱でいっぱいになっている）

「ケイトリン、──っ、全部はいったよ。ケイトリンの中が、絡みついて僕を締め付けてくる……」

　耳元で囁かれて、ケイトリンの胸がきゅんと切なく疼いた。

　今宵、レオナルドにすべてを捧げた。それでもレオナルドのほうは、一夜の火遊びなのかもしれない。

　ケイトリンが見つめているのに気が付くと、苦しそうに眉を寄せていた表情をやわらげ、少し首をかしげながら引き結んでいた口元を緩めた。

　見つめかえすその瞳は、甘い。

　そう感じるのはケイトリンの心がみせた幻なのだろうか。

　瞳の奥からケイトリンへの愛おしさが滲んでいるように感じてしまう。

「──レオナルドさま……」

　すき。ケイトリンの感情がレオナルドの色に染まる。

　僅かな期待に縋るようにレオナルドにぎゅっとしがみついた。切なくて涙が込み上げてくる。

「ケイトリン、可愛い。大好きだよ。大切にする」

　自分の思いに応えるような言葉に、ケイトリンは胸を震わせた。

　レオナルドは、腰をゆっくりと引き抜くと、再びぐぷっと蜜口に雄の先端を咥えこませた。

　猛々しい昂りが、ケイトリンのナカを淫らな形に馴染ませるように侵入する。

　それは、まるでケイトリンに自分の印をつけているようで──。

「あっ……、あんっ、はぁ……んっ……」

「っ──、そんなに締め付けられると……」

　腰の動きが速くなり、レオナルドの荒い息づかいにぞくぞくと媚肉が甘く痺れてくる。

　ぐちゅ、ぬぷと淫らな音をたてながら、レオナルドが己を埋め、ケイトリンを一杯に満たす。

　ケイトリンはレオナルドの雄で満たされる喜びに、我を忘れて嬌声を上げた。

　下半身が熔けてしまいそうなほど、腰を揺さぶられ、その熱に、与えられる快楽に甘い声をあげる。

「……ああっ、レオナルドさまっ──……」

「いい子だ、ケイトリン。ごめん、少し激しくするよ」

　絶頂に達したケイトリンの発する甘い声に触発されたのか、レオナルドはまるで雄が発情したようにさらに力強く腰を穿ちはじめた。激しく、優しく、そしてこの上なく甘く。

　何度も淫らに腰を打ち付けるのに合わせて、レオナルドの欲望の塊が抉るように出たり入ったりを繰り返す。そのたびにケイトリンは身体も心も快感に揺さぶられ、レオナルドも極みへとのぼりつめていく。

「く──、ケイトリンっ」

　最奥までずぷりと貫いた楔が、大きく震えたその瞬間。

「うっ────」

　普段の柔らかい声のレオナルドからは、想像もできないような獣じみた呻き声が漏れた。

　ケイトリンを一杯に満たした肉棒がびくびくと震え、どくどくと熱い白濁が注ぎ込まれていく。

「──あ、あ、レオ、さまっ…………」

　雄から放出される熱を受け止めるという初めての衝撃に、ただ打ち震えるケイトリンをレオナルドはぎゅっと抱きしめた。さらに二、三度強く腰を穿ち、己の慾のすべてをケイトリンに注ぎ込んでいく。

「っ、ケイトリン、これで僕のものだ……」

　長く迸るレオナルドの熱に浮かされ、ケイトリンの意識はゆっくりと沈んでいく。

　甘美な快楽に身体も心も蕩かされ、レオナルドの熱い体温を外と内に感じながらその意識をゆっくりと手放した。










第六章











　目が覚めたのは、朝の温かな光がケイトリンの顔を照らしたからだった。

　天蓋のヴェールの隙間から差し込む眩しい朝日に目を細めながら、ゆっくりと瞼を開ける。

　妙に身体が気だるい。

　ぬくりとした柔らかな羽根布団にこのままずっと包まれていたい。

　もぞもぞと身じろぎをすると体の中からとろりと何かが溢れ出た。

　ケイトリンははっとして蒼白になる。

（──こっ、これは、昨夜の──!!）

　ケイトリンの脳裏に昨夜の出来事がはっきりと浮かび上がり、がばっと跳ね起きた。

（夢じゃない、お、王子様が、よ、夜這いに──！）　

　頬に両手を当てて、顔を真っ赤にする。

　周りをきょろきょろ見ると、レオナルドの姿はどこにもない。ほっとしたのも束の間、どうしようと思い悩む。

　婚約者でも恋人でもない、ただの紅茶係が、この国の世継ぎの王子と一晩をともにしてしまったのだ。

「ど、どうしよう、どうしたらいいの？」

　昨夜はレオナルドに翻弄され、ある意味、夢の中にいた。それはそれは、甘美な夢。

　なのにこうして一夜が明けると、途端に現実が迫ってきて、おろおろする。

　もちろん、レオナルドだけの責任じゃない。ちゃんと拒絶しなかった自分も悪いのだ。

（王子様を好きになってしまったから……）

　しかもレオナルドは、これから婚約者を決めるのだ。婚約者に選ばれるのは、きっとクリスティーナだろう。




　昨夜、夜這いに来たのは結婚前の気まぐれで、一夜の遊びだったのかもしれない。

（最初から、分かっていたはずなのに……）

（あんなに軽薄で女たらしな王子様を好きになってしまうなんて、私はなんて愚かなの）

　それでも、レオナルドの碧い瞳を思い出すと、ときめかずにはいられない。

（私は、私は──）

　ケイトリンは唇をぎゅっと噛みしめた。

（──このまま、お城にいることはできない）

　そう思ったとき、ケイトリンの客室のドアをコンコンと叩く音がした。

「は、はい、どうぞ──」

　ケイトリンは、慌てて寝巻きの上にガウンを羽織る。

　体に残るほのかなレオナルドの匂いに困惑しつつ、ドアを開けた。

「ケイトリン、大丈夫？」

「えっ、アメリアさん、なんで……」

　目の前には、モーニングティーのトレイをもったアメリアがいた。

「うふふ、びっくりした？　王子様が言っていたの。昨日の夜、ケイトリンが具合が悪そうだったから、今朝はゆっくりさせてあげるようにって。ああ、今朝は王子様を起こさなくても大丈夫よ！　なんと今朝は自分から起きたのよ！　びっくりでしょう？　お腹が空いているらしくて、朝早くに自分で王族専用の食堂に入ってきたの。ウィルキンソンさんなんか、王子を見た途端、まるで幽霊と遭遇したかのように腰を抜かしてしまって面白かったわ」

　モーニングティーをテーブルにセットするアメリアはくすくすと笑った。でもケイトリンは気が気ではなかった。レオナルドと深い関係を結んでしまった今、このまま何もなかったようにレオナルドの紅茶係として城で働くことなどできない。

「あ、あの、アメリアさん、わたし……」

「あ、そうそう！　今日は午後から王子様はご令嬢たちとピクニックに行くんですって。私たちも大忙しよ。我が儘なご令嬢たちのために、色々と準備万端整えないといけないから、モーニングティーを飲み終わったら手伝ってくれる？」

　そうだった。昨日、クリスティーナたちがレオナルドをピクニックに誘うと言っていたのだ。ケイトリンは仕方なく頷いた。




　その日の午後のピクニックのために、ケイトリンは、アメリアや他のメイドたち総出でピクニックの準備をした。

　バスケットには、シェフが腕によりをかけたサンドイッチや冷製の肉やハム、そしてピクニックに定番のバッティンバーグ・ケーキや果物、冷えたレモネードやワインをたっぷりと準備し、リネンやカトラリー、ティーセットを整えたころには、出発の時間になっていた。

　ケイトリンは、正直迷った。

　昨日の今日で、レオナルドと顔を合わせるのは気まずい。

　それでもアメリアにせかされるまま、他のメイドたちと一緒に馬車に乗り込む。

　馬車の窓の外を見ると、厩舎の方から令嬢たちが馬に乗ってきゃぁきゃぁと賑やかな声をあげて近づいてきた。

　その中には、若葉色の乗馬用ドレスに着替えたクリスティーナと、その隣にシンプルな乗馬服を着て背筋を伸ばし、馬にまたがっているレオナルドがいた。

　日頃、物腰が柔らかなレオナルドも、騎乗している姿は騎士のように凛々しくてとても素敵だ。

　とくん、とくんと高鳴りを増す心臓の鼓動が、耳に響いてくる。

　レオナルドの吐息がすぐ耳元で吹きかかった余韻が蘇り、かぁっと頬が火照る。

　気づかないふりをしていた恋心がまた押し寄せてきて、ケイトリンはその気持ちを無理に遠くに押しやった。

　やはり、メイドとして馬車の方に乗っていてよかったとホッとする。そもそも、乗馬用のドレスもなければ、馬にも乗れない。

　改めて、レオナルドが雲の上の存在であることを認識する。

「あらっ？　何かあったのかしら？」

　一緒の馬車に同乗していたアメリアが、窓の外を見て言った。ケイトリンも窓に目をやると、レオナルドはクリスティーナと何かを言い合っているようだ。顔を真っ赤にしたクリスティーナを一人残して、ケイトリンが乗っている馬車に近づいてきた。

「まぁ、王子がこっちにくるわ。クリスティーナ様になにか言いつけられたのかしら」

　すると、いきなり馬車ががくんと止まった。

　すぐに扉がぱっと開き、ケイトリンとアメリアは驚いた。

　ドアの外には、馬から降りて鞭を片手に持ったレオナルドがこちらをみてにやりと笑っている。

「ケイトリン、なんで馬車に乗っているの。言っただろう。君は母上の客人なんだよ。さぁ、一緒に乗馬を楽しもう。僕が案内するから」

　ケイトリンがあんぐりと口を開けていると、アメリアがわき腹をつついてきて、はっと我に返る。

「い、いえ、あの、王子様、私は馬に乗れないのです。だから今日はこうして皆さんのお手伝いを」

　昨夜のことが思い出されて、ケイトリンはすぐに俯いた。レオナルドはいったいどういうつもりなのだろう。

「なるほど、そうか。なら馬車を降りておいで」

　馬車の中に身を乗り出したレオナルドに手を掴まれて、ぐいっと引き寄せられる。

「きゃっ」

　半ば馬車から転げ落ちそうになりながら、レオナルドに抱かれるようにして馬車の外に出た。

　レオナルドは目の前にいる艶やかな鹿毛の馬にすらりと飛び乗ると、ケイトリンの腰を掴み、あっというまに引き上げた。

「ケイトリン、馬に乗れなくても、こうして僕がいれば一緒に乗馬を楽しめるよ」

　青い瞳がじわりと細まって逃がさないとでもいうようにケイトリンを見た。

　なんということだろう。

　一瞬のうちにケイトリンは、馬上の人となり、しかもレオナルドの前に横座りで馬に乗っている。

「それっ」

　片腕にケイトリンを抱き、もう片方の手で手綱を器用に操りながら、鐙あぶみを勢いよく蹴って駆け出した。

「ひゃぁっ、あ、あのっ、王子様、まって！」

「ん？　何か問題でも？　ああ、もしかして腰が痛い？　夕べは僕も激しくしちゃったからね」

　上から屈みこみながらケイトリンの耳元で囁くのは、まぎれもなく、昨夜ケイトリンを翻弄したその声だ。

「お、王子様っ、そのっ、昨夜のことですが……」

「うん、昨日の夜のことはまだ僕たち二人だけの秘密だよ」

　そのとき馬が大きくジャンプし、ケイトリンは慌ててレオナルドにしがみつく。乗馬服越しにレオナルドのぬくもりが伝わって、ドキドキする。

　後ろの方には、随行の近衛騎士に守られたご令嬢方がすぐ後を追ってきていた。なかでもクリスティーナは顔を赤らめて憤慨しているようだった。

（いったい王子様は何を考えているの？　婚約者になる方を怒らせてしまっていいのだろうか。なんで私になんか興味を示しているの？）

「ほら、ケイトリン、見てごらん。ここの丘から城が一望できるよ」

　かなり馬を早く走らせていたせいか、すでに城からだいぶ離れた場所まで来ていたようだ。

　馬が嘶いて止まると、湖面を渡る涼やかな風が頬を吹き抜けた。

　顔を上げると眼前には、まるで一枚の絵のように、湖に浮かぶ美しい城の風景が広がっている。

「わぁ！　なんて綺麗なの」

　ケイトリンは目の前の景色に心を奪われ歓声を上げた。

「だろう？　ここからの城の風景は、僕もお気に入りなんだ。夕暮れ時は、城に灯りがともって幻想的なんだよ。今度また連れてきてあげる」

　レオナルドはさっと馬を降りると、ケイトリンの腰に手を添えて、嬉し気に微笑みながら抱き下ろした。

　ケイトリンの腰を引き寄せようとして、なにかを言いかけたものの、すぐに随行の近衛やクリスティーナたちが追い付いてきて、ため息を吐く。

「王子様！　ひどいですわ！　私たちを置いて行ってしまうなんて！」

　クリスティーナの取り巻きの一人が、レオナルドに駆け寄って咎めるように声を上げた。

「そう？　僕はいつも通り馬を走らせていただけだよ。それに母上の客人であるケイトリンに、少しでも早く、この美しい風景を見せてあげたかっただけだから」

　レオナルドはすました顔で、乗馬用の手袋を引き抜いている。

「私たち、王子様を追いかけてのどがカラカラですわ。ケイトリンさん、早く飲み物を準備してくれる？」

「あ、はい。もちろんです。お、王子様、ありがとうございました」

　他の令嬢がケイトリンを追い払うように言ったが、ケイトリンも内心ほっとした。

　レオナルドが何かを言う前に、踵を返してぱたぱたと、アメリアたちが乗っている馬車に向かって駆け出した。

　その時、怖くてクリスティーナの顔を見ることができなかった。

「ケイトリン、やるじゃない！　いつの間に王子とあんなに仲良くなったの？」

　馬車の傍で、アメリアやそのほかのメイドたちにわっと取り囲まれる。

「王子様が自分の馬にケイトリンを乗せたときの、あのご令嬢たちのあっけにとられた顔を見せたかったわ」

「そうそう、いつもの高慢なご令嬢たちのあの顔ときたら！　王子様のおかげで胸がスーッとしたわ」

　メイドたちは、いつもクリスティーナの取り巻きたちに冷たくあしらわれているせいか、レオナルドのとった行動を褒めそやす。

「あ、あの違うんです。実は王妃様と私の母が昔からの親しいお友達で。それでこうして私に気を使ってくれているだけなんです」

「でも、王子が今まで誰かを自分の馬に乗せたのなんて初めてよね」

　アメリアたちは木陰にキルトの布を敷いて、ピクニックの準備を始め、ケイトリンも慌てて手伝い始めた。視界の隅には、クリスティーナが、ようやくレオナルドと一緒に馬を並べてその辺を散歩している姿が目に映る。なんとか機嫌を取り直しているようだ。

　だというのに、ケイトリンは、よく分からない感情に支配された。

　ほっとする気持ちと、胸がチクリとするような気持ち。

　自分でもうまく心の整理をつけることができない。でもそれもきっとレオナルドのお茶会までだ。

　その時にクリスティーナが婚約者として選ばれる。

（だから、その時までは王子と秘密の関係を──）

　自分の心に邪よこしまな想いが湧いて、ケイトリンは慌ててそれを追い払う。

　昨夜のような過ちを二度と犯してはならない。いくらレオナルドの方から、夜這いに来たとはいえ、拒絶しようと思えばその機会はあったのだ。

　そのあとのピクニックでは、ケイトリンはレオナルドを避けるように裏方に徹していた。

　すると城の方から使いがやってきて、急な来客でレオナルドが呼び戻され、馬で先に城に戻ってしまった。

　そのあとは、大変だった。

　ご令嬢たちの暑い、寒いという苦情、紅茶が冷めてまずいから淹れなおせという横暴。ケイトリンとアメリアや他の召し使いが奔走している所に、クリスティーナが近づいてきた。

「ケイトリン、少しお話があるのだけれどいいかしら？」

　彼女のケイトリンを見つめるその瞳は、とても真剣だ。

「ケイトリン、ここはいいからクリスティーナ様と……」

　アメリアに促され、ケイトリンはクリスティーナの後について、森の方に向かう。

　パキ、パキ……と、ときおり、小枝を踏みつける音が響く以外は、クリスティーナは無言で森の奥にずんずんと進んでいく。

　ケイトリンは、傍を流れる川の水を見て、怖さにぶるりと身震いした。小さい頃からなぜか水が苦手なのだ。いったいどこまで行くつもりなのだろう。

　近くを流れる川の勢いがどんどん増している。ザァーっと水の流れる音が大きくなり、奥が滝になっているようだった。

「あ……、の、クリスティーナ様？　あまり奥に行くと迷ってしまいます」

　ふいにクリスティーナが立ち止まり、肩を震わせた。

「クリスティーナ様？」

　ぱっと振りむいたクリスティーナは、大きなお人形のような瞳にいっぱいの涙をためている。

「……らないで」

「え？」

「私から、レオナルド様をとらないで……」

　ぽろぽろと涙を流しながら、声を震わせている。

「私はずっと……生まれたときから王子様のお妃さま候補として育てられたの。実家では厳しいお妃教育も受けてきた。小さい頃から日に何時間も勉強してきたの。諸外国の王族と交流しても引けを取らないように。それもレオナルド様との結婚を夢見て……ずっとずっと耐えてきた。もし私がお妃さまになれなかったら、私もお父様もいい笑いものになってしまう。だから……、お願い、レオナルド様を盗とらないで」

　すんすんと鼻を鳴らして、か弱く嗚咽を漏らしながら、ケイトリンに懇願する。

「あ……、わたし……」

　ケイトリンは、自分のしでかしたことの重大さに青くなる。

　クリスティーナはこの国の筆頭公爵家の令嬢だ。世継ぎの王子の妃にと期待され、小さい頃からずっとずっと重い責務をこなしてきたのだ。田舎で気楽に暮らしてきたケイトリンとは違う。

（なのに王子様にほだされて、一夜の契りを結んでしまった自分は、なんて浅はかだったのだろう）

　王子を好きという気持ちは、クリスティーナの想いに比べれば、きっと足元にも及ばない。

「クリスティーナ様、私は王子様を盗ろうだなどという想いはありません。もうすぐ開催される王子様のお茶会でもクリスティーナ様が婚約者に選ばれるはずです。それに私はお茶会の準備係で、ご招待など頂いていないので……」

「ほんとう？　じゃあ、もし王子様から招待されても断ってくれるの？」

「それは……」

　そう聞かれてケイトリンは言いよどんだ。

　もし、レオナルドからお茶会の招待を受けたら、ちゃんと断れるのだろうか。レオナルドから招待を受けるということは、何か特別な意味があるのかもしれない。

（でも、そんなことはあるはずがない。だから……）

　クリスティーナはケイトリンの心の葛藤を見透かすような冷たい瞳を向けてきた。

「クリスティーナ様、わたし、わたしは……」

「お──い、いたぞ！」

　答えようとしたとき、警護の近衛騎士たちが二人を見つけてほっとした様子で駆け寄ってきた。

「なるほど、答えられない、それがあなたの答えね」

「えっ？」

　ケイトリンが顔を上げると、クリスティーナは近衛に向かって手を振り、ここよ、と声を出した。

「クリスティーナ様、こんな森の奥に来たら危ないですよ、ここの川は流れが速いのです。誤って川に入ってしまって、一度この流れに飲み込まれたら、もう助かりません。だから王宮でもこの川の流れを利用して城の中に水を引きいれられるようにしているんですよ」

「そうなの？」

　クリスティーナは、さも恐ろしそうにぶるっと震えて近衛に聞き返した。

「ええ、特別な水路を使って城の中に引きいれているんです。その水門を開ければ、城の地下にある水牢に水が流れ込んできます。ここ数百年、使われていないと聞いていますが」

「まぁ、そうなの、恐ろしいわ。ケイトリンについてきたらこんな奥までくるのですもの」

　クリスティーナの言葉にケイトリンは目を丸くした。連れてこられたのはケイトリンの方だ。なのに、近衛騎士がケイトリンに咎めるような視線を送る。

「ケイトリン殿、公爵令嬢に何かあっては大ごとです。以後、ご注意を」

「いえっ、私は……！」

　クリスティーナは白い顔をさらに青白くさせてしゃがみ込む。

「ご、ごめんなさい。流れの速い川を見たら恐ろしくなって……」

「いえいえ、当然です。では失礼して馬車までお運びいたします」

　近衛騎士が、クリスティーナをさっと横抱きにして、皆が待つところに戻ると、令嬢たちがクリスティーナを取り囲み騒然とした。

　なぜか、ケイトリンがいやがるクリスティーナを無理に森の奥まで連れて行ったと話が作り変えられている。クリスティーナは、貧血を起こしたようにぐったりとなって、取り巻きたちに囲まれながら近衛騎士たちに手厚く守られて馬車で城に戻っていった。

「はー、やれやれ、うるさいご令嬢方が先に帰ってよかったわ。ケイトリン、元気を出して。ちょっとくらい森の中に入ったぐらいで大袈裟ね」

　アメリアが肩を竦めて言った。　

「ありがとうございます。大丈夫です」

　ケイトリンはお礼を言ったが、心の中では別のことを考えていた。

『答えられない、それがあなたの答えね』

　なぜだか、クリスティーナの冷たい言葉が耳に残る。実際、あのとき即答することができなかった。

　クリスティーナが言うように、それが自分の答えなのだろうか。

（いいえ、そんなことはないわ！　王子様は女たらしで軽薄なのよ。婚約者になるクリスティーナ様という方がいながら、私にも手を出したのだ。信じられるような殿方ではないのよ）

　ケイトリンは、レオナルドの欠点をいくつかあげつらおうとした。なのに、頭に思い浮かぶのはアクアマリン色の澄んだ優しい瞳だった。
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　城に戻ると、ケイトリンが思った以上にことが大きくなっていた。

　クリスティーナの父ブラッドベリー公爵が、王宮に物申しに来ているという。

　先ほど、ケイトリンがピクニックでクリスティーナを無理に森の奥を流れる川の側にお連れして、危険な目に合わせたこと、そのせいでクリスティーナが気分が悪くなり、自宅の屋敷で臥せっているというのだ。

「ケイトリン殿、まったく困ったことをしてくれましたな。ただいまブラッドベリー公爵が王妃様と王子様に文句を……、もとい、苦言を呈しに来ておられますぞ、紅茶係を甘やかしすぎだと」

　レオナルド付の侍従のウィルキンソンが、困ったことになったと溜め息をついた。

「ちょっとちょっと、ウィルキンソンさん！　ケイトリンが無理やりクリスティーナ様を連れて行くわけないでしょう」

　ケイトリンが口を開く前に、アメリアがケイトリンをかばったが、ウィルキンソンは、眉間に皺しわを寄せて首を振った。

「ここでこうしていても始まらない。ケイトリン殿、あなたが戻られたらすぐに、応接室に連れてくるよう王妃様に言われているのです。ブラッドベリー公爵は、貴族の中でも特にうるさいお方だ。すぐに謝る方がいいですぞ」

　そう言われてケイトリンは、困惑する。

　クリスティーナに森の奥に連れていかれたのは自分のほう。こんな風に嘘をつかれてクリスティーナからの嫌がらせを受けるのも、レオナルドが自分勝手にケイトリンを自分の馬に乗せるからだ。

　事の発端は、レオナルドのただの気まぐれだ。

　ケイトリンは、王妃に事の経緯をお話ししようと思って、ウィルキンソンについて行った。

　きっとブラッドベリー公爵も、実はクリスティーナに話があるからと森の奥に連れていかれたとお話したら、なんだそうかと納得してくれるはずだ。

「王妃様、ケイトリン殿をお連れ致しました」

　黄金で装飾された扉が音もなく開かれると、その応接室には、王妃とレオナルド、そして口ひげを生やした怖そうな年かさの男性がいた。

　この方がブラッドベリー公爵様なのだろう。

　ケイトリンを威厳をもった眼差しで、じろりと一睨みする。

「ありがとう、ウィルキンソン、あなたは下がってちょうだい。ケイトリンはこちらに座って」

　王妃はケイトリンをかばうように、自分の隣に座らせた。

「ケイトリン、ピクニックから戻ったばかりで疲れているところをごめんなさいね。こちらはブラッドベリー公爵よ。クリスティーナのお父様。なんでも今日はクリスティーナを無理に森の奥にお誘いしてしまったとか。それでクリスティーナは気分を悪くしてしまったそうなの。でも、ケイトリンも若い女の子ですもの。はめをはずすことだってあるわよね。それでも、クリスティーナが気分が悪くなってしまったのは事実だし、ブラッドベリー公爵もケイトリンが謝ればことを大きくしないと言っているの。だから、この場でうまくおさめましょう。私たちだけで、ね？」

　王妃は、ケイトリンの手を握って宥めるように言った。

　ようは、ブラッドベリー公爵に謝罪するようにと言っているのだ。

　でも自分に非がないことを謝るのは、ケイトリンの主義に反する。嘘を吐いたのは、クリスティーナの方なのだ。

　それでもブラッドベリー公爵は、この国の筆頭公爵だ。それに今は、ケイトリンは王妃の客人として城に滞在している。王妃に迷惑をかけてはいけない。ただケイトリンが謝れば、この場は丸く収まり王妃の面目も保たれるのだろう。

　そもそも王妃は、ケイトリンから話を聞くということが頭から消え去っている。はなからブラッドベリー公爵やクリスティーナの話を信じているのだ。

　ケイトリンは、唇をきゅっと噛んだ。

　そのようすをレオナルドは、冷ややかに見ている。

　もしかして、軽蔑された──？

　自分に非があるのに謝るのをためらっていると思われたのだろうか。

「いや、王妃様、若い娘には厳しいしつけが必要なのですよ。ほら、ちゃんと立ってこちらに来て、わしに礼をとって謝りなさい」

　さらにブラッドベリー公爵は、ケイトリンに言葉だけではなく、お辞儀をして謝れと言っている。

　ケイトリンは、言われるがまま震えながら立ち上がった。

　憮然と怒りを露わにしているブラッドベリー公爵の前で、深くお辞儀をしようとしたが、足が震えてよろけそうになった。

「あっ」

「ケイトリン、無理に謝らなくてもいい」

　レオナルドがさっとケイトリンの腕を掴んで、自分に引き寄せると、王妃とブラッドベリー公爵に向き直った。

「母上、公爵、先ほどから話を聞いていてどうも腑に落ちない。あなた方は、クリスティーナの言い分を鵜呑みにしているけど、肝心のケイトリンには事の経緯を聞いてない。ケイトリン、君が森の奥の危険な川の傍にクリスティーナを誘ったの？」

　レオナルドが、澄んだ瞳でケイトリンを見つめてきた。

　だれもが、クリスティーナの言葉を鵜呑みにしていた。だれもケイトリンにことの真相などを聞いてはこなかった。なのに、レオナルドだけは……。

　ケイトリンは胸がいっぱいになって、涙をためながらただ首を横にふるふると振った。

　言葉を発すれば、レオナルドの優しさに涙が溢れてしまいそうになったから。

「ケイトリン、もう何も言わなくていい、大丈夫だよ」

　ふわりと引き寄せられ、その腕の温もりに包まれる。

「なっ、王子！　クリスティーナが嘘をついているとでも!?」

「あれ、僕の記憶違いじゃなければ、僕はクリスティーナにこれまで、たびたび嘘をつかれていたけどね。そうそう、この前も、アルシュランド語が堪能だと言っていたから、アルシュランドの王族が来たときに引き合わせたら、全く話せなかったよ」

「なっ、うっ……、それはその……」

「それに、もしクリスティーナの言ったことが本当だとしても謝るのは、公爵にじゃない。当人に謝るべきだろう？　なぜ公爵に謝らなければならないのだ」

「そっ、それは、わしが娘の代わりに……」

　とたんにブラッドベリー公爵が真っ赤になったのを、王妃がとりなした。

「まぁまぁ、公爵。お年頃の若いご令嬢は色々、複雑なのですわ。クリスティーナにも怪我がなかったことだし、それでよしとしましょう。ケイトリン、疑ってしまってごめんなさいね。そうだわ！　ブラッドベリー公、あちらに今日、献上されたばかりのとっておきのワインがあるの。あたなに味見をしてもらおうと思ってとっておいたものよ。ぜひ飲んでいって」

　王妃はケイトリンをちらりと見てウィンクすると、真っ赤になってぶつぶつ言っているブラッドベリー公爵と連れ立って出て行った。

「ふ……はははっ、見た？　ケイトリン？　公爵のあの茹でだこのような顔！　気にすることはないよ、公爵はワインに目がないから最高級のワインをしこたま飲ませれば、忘れてしまうだろう」

　レオナルドは王妃と公爵がいなくなると、腹を抱えて笑い出した。ポケットからハンカチを出すとケイトリンの涙と、そして少しの鼻水を拭いてくれた。

「可愛い顔が台無し。いや、そこも可愛いかな？」

　ケイトリンは、レオナルドを見上げた。

　透明感のある瞳。金の糸のような柔らかな髪。

　くすりと笑うその唇は、ケイトリンに恋心を吹き込んだ。

（──私は好きだ。王子様が好きだ）

　この国の女の子の憧れで、だれにでも優しいレオナルド。きっと初めて出会った、あの庭園でキスされたときから心を奪われていたのだ。

「ほらほら、泣かないで。ケイトリンも子供のようだね。いいものをあげるから気を取り直して」

　レオナルドが胸ポケットから何かを取り出して、ケイトリンに握らせた。

　それは、本当はすごく欲しくて、でも自分になど貰えるはずがないと思っていたもの。

　金色で装飾され、王家の紋章の入った優美な一枚のカード。

　直筆でケイトリンの宛名が記されている。

　レオナルド王子主催のお茶会への招待状だった。
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「うわ！　そこのあなた！　カトラリーが足りていなくてよ！　ほら、ティーストレーナーもキャディスプーンもないじゃない。ああ、それにこっちは、テーブルセッティングが、めちゃくちゃ。ケーキプレートはテーブルの端から指二本分、ティーナイフは指三本分のところにセットするって決まっているのよ！」

　レオナルド主催のお茶会の日、湖の見渡せる王宮のガーデンテラスでは、お茶会の準備を取り仕切っているアメリアを筆頭に、メイドたちが右往左往している。

　ケイトリンも数日前からこの日のお茶会のために念入りに準備をしてきた。当日のお茶会に合う茶葉とティーカップなどの茶器、そしてティーフーズのメニューをシェフやアメリア、ウィルキンソンと何度も何度も相談した。

　テーマカラーは、レオナルドのアクアマリンの瞳と同じ透き通ったブルーにした。

　そうして、ようやく当日供されるメニューや茶器、茶葉を決めると、レオナルドに最終の確認に行く。ケイトリンがお茶会のテーマカラーを淡いブルーにしたいと説明すると、レオナルドは優しく目を細めて、愉しそうに笑った。ケイトリンが決めたものならいいよ、と一発ＯＫをくれたのだ。

　とはいえ、この国のメインイベントであるレオナルド王子主催のお茶会だ。

　今日、レオナルドが婚約者をこのお茶会で発表する。

　それはクリスティーナかもしれないし、他の令嬢かもしれない。今日、参加する令嬢は皆、期待に胸を膨らませていることだろう。

（そして、私も心のどこかで、仄かな夢を見ている）

　レオナルドがどういうつもりで、ケイトリンに招待状を渡したのか、その真意は分からない。

　それでも、ほんのちょっとの望みがあるならば、それにかけてみようと思ったのだ。

「ケイトリン、そろそろここの準備も終わるから、あなたは着替えて支度をしてきたらいいわ。あなたも招待客なのだから」

　アメリアが、早朝からずっとお茶会の支度に追われているケイトリンを見かねて声をかけた。

　あと小一時間ほどすれば、レオナルドが登場して、楽団の演奏も始まり盛大にお茶会が開かれる。

　お茶会用のドレスなど持っていないケイトリンは、数日前からどうしようかと頭を悩ませていた。

　手持ちのドレスの中で、なんとか着られそうなもののサイズを手直しして、新しいコサージュをつけた。

　それでも、きっと他の令嬢とは見劣りがしてしまうだろうと思うと悲しくなった。

　すると今朝目覚めると、ベッドの脇にリボンに包まれた箱があった。

　ドキドキして箱の蓋を開けると、手首に巻き付ける淡いブルーの花のコサージュのついたリストレットと、お揃いのブルーのオーガンジーのティードレス、それに可愛らしいシルクの靴が入っていたのだ。

　それはレオナルドに伝えていたお茶会のテーマカラーと同じ色。きっと今日のお茶会の席にぴったりだ。

　カードにある差出人をみると、Ｌ・モントルーシュと書かれていた。

（レティシア王妃様が贈ってくださったの？　それとも……）

　レオナルド本人からなのだろうか。とすれば、もしかしたら、ケイトリンにも望みがあるのだろうか……。

　淡い望みでうきうきしてしまいそうな気持ちを何とか追いやり、朝からお茶会の準備に追われていたが、アメリアの言うとおり、そろそろ着替えをして、支度をしないと間に合わなさそうだ。

　ケイトリンはアメリアにお礼を言うと、エプロンを外しながらパタパタと自分の部屋に向かう。

　朝、届けられていたドレスに急いで着替えると、まるで見違えるようだった。

　自分で言うのもなんだが、すごく似合っている。胸元にはレースのリボンの縁取りの上に、可愛らしい小花がちりばめられている。

　ウエストは後ろでリボンを縛るようになっており、オーガンジーの布が幾重にも重なっていて、まるで花の蕾のようだった。

（もしこのドレスを王子様が選んでくれたとしたら……）

　ケイトリンは、希望を持った。

（もしかして、王子様は、本当に私を……？）

　ケイトリンがうっとりしていると、午後二時を告げる鐘が鳴った。

「いけない！　お茶会がはじまってしまう」

　ケイトリンは慌ててリストレットを手首に巻き付けてリボンを結ぼうとしたが、片手ではうまく結べない。

「いいわ、あとでアメリアさんにちゃんと結んでもらおう」

　ケイトリンは、とりあえず軽くリストレットを結ぶと、慌てて階段を下りて、ガーテンテラスに向かう。

　湖の見渡せるガーデンテラスは二階にある。ケイトリンの客室は三階にあった。ぱたぱたと長い王宮の回廊を抜け、階段を下りたところで、危うく人にぶつかりそうになった。

「わわっ、すみません！」

　慌てて前を見ると、黄色い蝶々かと見間違えるほど、可愛らしいティードレスを着たクリスティーナだった。

「クリスティーナ様……」

「ケイトリン、実はお話があるの」

「クリスティーナ様、お話って……、あの、私……」

「分かってる。ケイトリンも、お茶会に参加するのでしょう？　そのドレス、良く似合っているわ」

　クリスティーナは、ケイトリンにニコリとほほ笑んだ。その瞳には親愛の情が浮かんでいる。

「あ、ありがとうございます」

「実は、私、ずっとケイトリンに謝りたかったの。もう嘘をついて王子様の気を引こうとしたりなんてしないわ。この間はごめんなさい。ただそれを伝えたくて……」

　クリスティーナは、しおらしく頭を下げた。

　ケイトリンは、その素直さにクリスティーナを可愛いと思って口元を緩めた。

「いえ、いいんです。私も気にしていませんから……。どうか頭を上げてください……」

「ありがとう、ケイトリン。今日のお茶会が楽しみね。誰が選ばれても恨みっこなしでいきましょう」

　そういって微笑みながら白い絹の手袋をした手をケイトリンに差し出した。

　ケイトリンもその手に自分の手を重ねると、クリスティーナがぎゅっと手を握りしめてきた。

「──っ!?　いたっ」

　掌てのひらに、チクリとした何かが刺さった。まるでバラの棘が刺さったようだった。

　すると突然足から力が抜け、ケイトリンは、ふらふらとその場に崩れ落ちた。

「──ティーナ、さま……？」

（何が起こったの？　どうして私は、床に寝ているのだろう？　なぜ、身体に力が入らないの？）

　見上げると、廊下の窓から差し込む光でよく見えなかった。

　ただ黄色い蝶々がひらひらと舞っているように見えた。

「ふふ、恨みっこなしよ──」

　ケイトリンは、誰かにぐいと身体を持ち上げられた気がした。そのまま、すぅっと闇の世界に意識が沈んでいった。
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「ケイトリンはどこにいったんだ？」

　モントルーシュ王国の世継ぎの君の婚約者が発表されるお茶会が始まって、ちょうど一時間ほどが経つ。

　レオナルドは、一向に姿を見せないケイトリンに苛立ちを募らせていた。

　いつも公の場では、にこやかな笑みを絶やさないレオナルドが珍しく、機嫌がすこぶる悪そうなので、参加している令嬢たちも、レオナルドの側に寄って話しかけるのを躊躇ためらっていた。

「アメリア、ケイトリンは本当に部屋にはいなかったのだな？」

「は、はい、王子様……、今、ウィルキンソンさんが血相を変えて城内を探しております」

「ケイトリンを必ず探して連れてきてくれ、それまでお茶会は終わらせない」

　レオナルドの剣幕にアメリアも口元を引き攣らせた。

　すでにアメリアとウィルキンソンには、分かっていた。レオナルドが誰を婚約者として発表するつもりなのかを。なのに肝心の婚約者候補が姿を現さないのだ。

　レオナルドの苛立ちは最高潮に達している。

　アメリアがクリスティーナを見ると、とても機嫌よく他の令嬢たちと談笑していた。黄色いティードレスを着て、まるで蝶々のような華やかさだ。

「レオナルド、でも、このお茶会に参加している令嬢の中から婚約者を選ぶ習わしよ。もし、招待状を渡した相手が来ないなら、それは拒絶の印なの。辛いだろうけれど……」

　王妃が言うと、レオナルドは冷笑を浮かべた。

「それなら、心に決めた相手が来るまでこのお茶会をお開きにするつもりはありません。そのうち、今参加している令嬢全てが脱落するでしょう。彼女以外を選ぶつもりはないから、彼女が来ないならちょうどいい。他の誰も婚約者になど選びたくはない」

　それを聞いた王妃が、やれやれと肩を竦めてレオナルドから離れるのと同時に、ウィルキンソンが慌てて戻ってきてレオナルドに耳打ちした。

「お、王子様、このコサージュが地下に続く階段に落ちておりました」

　そう言って、レオナルドに差し出したのは淡いブルーの小花のリストレットだった。

「これは、僕がケイトリンに贈ったものだ……。だが、なぜ地下に続く階段に？　地下も探したのか？」

「はい、王子様。地下のほとんどは倉庫や穀物庫、食糧庫になっております。先ほど、大勢で探しましたがケイトリン殿は見当たりませんでした。もしや、お城にはいないのかもしれません……。地元に帰られたのではないかと。なんでも数日前から色々お悩みだったようで」

　ウィルキンソンの言葉に、レオナルドの胸にずきんとした痛みが走る。

　もっとちゃんとケイトリンに話すべきだった。

　彼女を驚かせたくて内緒にしていたのが裏目に出たようだ。まさか、純潔を奪っておきながら、他の婚約者を選ぶ筈などないではないか。自分はそんな卑劣な人間じゃない。

　ケイトリンを誰にも盗られたくなくて、つい、我慢ができなかった。でもあの夜だって、ケイトリンはレオナルドを受け入れてくれた。悦びに震えていたではないか。

（なのになぜ？　なぜ来ないのだろう）

　それに、ケイトリンは、何も告げずに逃げ出すような性格ではない。

　湖の方をふと見たレオナルドは、なんとなくその景色がいつもと違うように思えて目を凝らした。

　いつも見慣れている風景なのに、何かが違う。

（どういうことだ──？　湖の水位がいつもよりすごく高い）

　レオナルドはぱっと立ち上がって、テラスのバルコニーから下の水路を見下ろした。普段使っていない水路に水が勢いよく流れている。この水路は地下に流れ込むように作られているはず。

（そう、数百年も使われていない、地下にある水牢に水が流れ込んでいるんだ……！）

（王子様、このコサージュが地下に続く階段に落ちておりました）

　ウィルキンソンが差し出したリストレット。それはケイトリンの手首に結ばれていたはずだ。

（──まさか）

　レオナルドが、突然バルコニーをひらりと乗り越えて、一階のテラスに飛び降りた。それを見た令嬢やその母親、近衛騎士たちが騒然としてバルコニーに駆け寄った。

「お、王子様！　どこへ！」

「レオナルド様！」

　レオナルドは一階のバルコニーに飛び降りた後、水路に沿って走り、その下の階段に向かって駆けて行く。

　慌ててレオナルド付の近衛騎士たちもバルコニーを飛び越えて、レオナルドの後を追いかけて行った。

「まぁ、水路に水が流れているわ！」

　王妃が驚いた声を上げると、誰もが口々に騒ぎ始めた。

「なんで、使われていない水路に水が……」

「一体どうしたことでしょう」

　その中で、一人だけ冷静にその水路を見つめている令嬢がいた。

「クリスティーナ様、なにがあったのかしら？　なんだか怖いわね」

　一人の令嬢が、クリスティーナの側に寄ってきた。

「ふふ、きっと、もう手遅れね」

「えっ？」

「いいえ、本当になにがあったのかしらね。怖いことだわ」

　そう言いながら、クリスティーナは微笑んでいた。





＊　＊　＊






　レオナルドが、地下の水牢に続く長い階段を降りると、水牢の天井と思わしき場所に明かり取りなのだろうか、窓のようなものがあり、鉄格子が嵌めこまれている。

　中を覗くと、水路のある壁側に四角い小窓のような穴が開いており、そこから滝のように水が中に流れ込んでいる。水牢は三分の二ほど、すでに水が溜まっていた。もう少しできっと満杯になってしまうだろう。

　レオナルドは鉄格子から中を覗き込むと、驚きの声を上げた。

「ケイトリン！　なんでそんなところにいるんだ！」

　ケイトリンが壁際にある壊れかけた配管に必死につかまって、水に押し流されまいとしている。

「お、王子様……」

　ケイトリンは、叫ぶ気力もないのか、顔は蒼白でぐったりとしている。配管にしがみついているのがやっとなようだ。

（どうしてここにいるのかは後回しだ。ケイトリンを助けなくては）

「ケイトリン、絶対にその配管から手を離すな！　今行くから待ってろ！」

　ケイトリンは、こくこくと頷いた。だが、今の時期は、まだ水も冷たい。ケイトリンもいつまでもつかわからない。

　レオナルドは、やたらに飾りの多い上着をばさりと脱ぎ捨てて、ブラウス一枚になった。

　水路側から水牢に流れ込んでいるあの窓をくぐれば、中に入れる。そして水が一杯になったところで、あの窓を潜ってくぐり抜ければ、脱出できるはずだ。

　レオナルドは、水路に飛び降りると、塀を伝って慎重に水牢にある窓に近づいた。思ったより流れが速くて、流されそうになるのを、必死で抗う。ようやく水牢の中に入ると、泳いでケイトリンに近づいて行った。

「ケイトリン……！」

「お、王子さま……」

　ケイトリンは、ぽろぽろと涙をこぼしてレオナルドにしがみついた。レオナルドはぎゅっとケイトリンを抱きしめた。

「ケイトリン、ケイトリン、怖かっただろう。もう大丈夫。僕が必ず助ける」

　レオナルドは、ケイトリンを安心させるように言った。腕の中のケイトリンの身体が、かなり冷えているのにぞくっとする。

「ケイトリン、いい子だ、大丈夫だよ。僕が助けてあげるから。絶対に僕から離れないで」

　レオナルドは片手で今にも壊れそうな配管を握り、着ていたブラウスを器用に脱ぐとそれでケイトリンが離れないように自分の身体に巻き付けた。

「王子さま……？」

「いいかい？　ケイトリン、もうすぐここの水が一杯になる。水路から水が流れ込んでいる窓があるだろう。水が一杯になったところで、潜ってあそこをくぐり抜けて、水路側に出る。一瞬、息を止めないといけないけど、できる？」

　ケイトリンは、怖くなって首を横に振った。

　ケイトリンの一番苦手なのは、水。小さな頃から水が怖くて水遊びなどしたことがないのだ。

　今だって、恐ろしくてしようがない。

「お、王子様が先に行って……、人を呼んできてください。天上の鉄の柵が外れれば、あそこから抜け出せると思います。私はここで、配管に掴まって待っていますから」

　そうは言ったものの、もう何かを握りしめるような力が入らない。レオナルドと自分の身体に巻き付けられたブラウスが、二人が離れないように結び付けてくれている。それにレオナルドが抱きしめてくれているから、沈まないでいるだけだ。

　レオナルドがケイトリンを抱く腕に力を込めた。

「いいかい、ケイトリン。そんな時間はないし、君にはもう、何かを掴む力もない。だから僕が助ける。必ず。だって僕はケイトリンが好きなんだ。僕の婚約者となる人はケイトリンしかいない。ケイトリンの淹れてくれる優しい味のする紅茶が好きなんだ。ここを出たら一緒に温かい紅茶を飲もう。だから、あきらめちゃだめだ」

　ケイトリンの視界は涙で滲んだ。もう死んでもいいとさえ思う。

　レオナルドが自分を想ってくれていたことを知って、心は幸せだった。

「いいかい、もう水が満杯になってきている。顔一つ分しか隙間がない。僕が息を吸って、と言ったら思い切り息を吸って、僕にしがみつくんだ。僕がこの水牢から必ず助け出すから」

　ケイトリンは、こくんと頷いた。あとはレオナルドに身を委ねるほかない。たぶん自分の息はそんなに持たないだろう。でも、たとえ自分は死んでしまっても、きっとレオナルドは脱出できるはずだ。

　ケイトリンはあまり力の入らない手をレオナルドの首に回した。

「そうだ、いいかい、いくよ？　息を思い切り吸って！」

　ケイトリンが思い切り息を吸った後、ざぶんと水の中に身体が沈んだ。レオナルドが水路側の小窓に向かって泳いでいる。それでもまだ、水が勢いよく流れ込んでいるようで、なかなか窓に達しない。水牢の中は小さな渦を巻いているようだ。レオナルドが流されまいと力強く腕をかいて泳いでいるのが分かる。

　ごふっと口から泡が漏れた。息を止めているのが辛くなってくる。

（ああ、だめ、口を開けてはいけない）

　レオナルドがようやく、小窓に手を掛けてなんとか脱出しようと試みているようだ。ケイトリンは、あと少しだと思って、何とか頑張ろうとした。

　ふいに水の流れが緩やかになった時、ケイトリンの身体から力がぬけ、目の前がチカチカした。

（苦しい──。もう駄目だ）

　あまりの苦しさに、ばたばたと手を泳がせてもがいてしまう。すると、ケイトリンの唇に力強くて温かな何かが触れた。

（これは──!?）

　唇だ。

（ああ、王子様が最後にキスをしてくれている）

　そう思ったとき、レオナルドの口からケイトリンの口の中に空気が流れ込んできた。

　それを呑み込むと苦しさがあっという間になくなった。まるで地獄から天国へと飛ばされたようになり、朦朧としていた思考もはっきりとする。

　なのにケイトリンを抱きしめていた腕が、だらりと力を失って垂れた。

（……王子さま……？）

　レオナルドから、一切の力が抜け、二人はただ水に流されていった。

　ふいに、いくつもの手が伸びてきて水面に引き上げられた。

「──っ、げほっ、げほっ」

　ケイトリンが咳き込みながら目を開けると、水路には何人もの近衛騎士が飛び込んで、レオナルドとケイトリンを引き上げてくれた。

　それでも肝心のレオナルドはぴくりとも動かない。目も瞑ったままだ。

　ケイトリンは、はっとする。

（──さっきの口づけで、王子様は自分に残っていた空気を全部私に吹き込んでくれたの？）

「……おうじさま？」

　ケイトリンとレオナルドは、一階のバルコニーに引き上げられた。ケイトリンの身体は凍えそうなほど冷えて力は入らないが、呼吸はなんとか大丈夫だ。

　一方、傍らに引き上げられたレオナルドは、目を瞑ってぐったりとしたままだ。ケイトリンより、顔が青くなっている。

　騒然となったバルコニーに、医官が駆けつけてきて、すぐにレオナルドに心臓マッサージを開始した。

　水路に飛び込んでいた騎士たちも次々とバルコニーに引き上げられ、レオナルドを心配そうに見つめている。

「いやっ、レオナルド様、目を開けてっ！」

　ケイトリンが叫ぶと、う……という呻き声が漏れて、レオナルドが咳こんだ。青白くなっていた肌がみるみる赤みを帯びていく。

「おい！　王子が息を吹き返したぞ！」

　その場にいた騎士たちから、わっと歓声が上がる。

「お、王子様……」

　ケイトリンが、泣きそうになるのをこらえて見つめると、レオナルドが横たわったまま、その手を掲げてケイトリンの頬を包んだ。

「よかった、助かったんだね。ケイトリン。君がとても苦しそうだったから……」

　ケイトリンは頬を包んでいたレオナルドの手をぎゅっと握りしめた。

（ばか、ばかっ。なんて無茶をするのだろう）

（王子様だって、苦しかったはずだ。なのに、残っていた空気を全部私に──）

「レオナルドさまっ……」

　自分の命を顧みずに、ケイトリンを救ってくれたのだ。

　ケイトリンの瞳からはぽろぽろと涙が流れ落ち、とどまることを知らなかった。

「泣き虫なのは幼い頃のままだね。もう大丈夫だよ。泣かないで」

　その言葉に、ケイトリンは昔の記憶が蘇った。自分がなぜ水が怖いのか……。

　小さな頃、王宮の池に落ちて溺れかけそうになったところを助けてくれた男の子。その男の子は、金色の髪にアクアマリンの瞳をしていた。ときどき、母に連れられて王宮に行ったとき、どこからともなく現れて一緒に遊んでくれた優しい男の子。

　あれは、レオナルドだったのだ。

「レオナルド様……」

「ケイトリンが助かってよかった」

　レオナルドは自分が死にそうになったというのに、ケイトリンの無事を喜んでくれている。

　その瞳が弱々しく、でも嬉しそうに微笑んだ。

「なんだか、まだ体に力が入らないようだ。ケイトリン、キスして。今度は君が僕に息を吹き込んで」

　ケイトリンは躊躇することなく、レオナルドに唇を重ねた。お互いの温もりに助かったことを噛みしめ、唇が熱く蕩け合う。

　力が入らない、そう言ったのは口実だったのか。

　レオナルドはぎゅっと腕に力を込めて、ケイトリンの身体を引き寄せた。
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「ケイトリン殿、今日から王子の紅茶係に復帰して本当に大丈夫なのですかな？　ケイトリン殿の体調に差しさわりがあれば、私どもが王子に叱られてしまうのですぞ」

「そうよ、ケイトリン、無理は禁物よ」

　ウィルキンソンがケイトリンを気づかわしそうにみると、王妃用のモーニングティーをセットしていたアメリアも心配そうに声をかけてくる。

「ふふ、ウィルキンソンさんもアメリアさんもありがとうございます。あのあと風邪をこじらせて寝込んでしまいましたが、王子様の看病もあってもうとっくに体調は回復したんです。それに私がいない間、王子様の寝起きがすこぶる悪かったって聞いてます」

　そう言いながら、ウィルキンソンとアメリアに笑いかけた。ケイトリンは前と同じように、王子のためのモーニングティーの準備にとりかかる。

「まったく、そのとおりよ。私がお紅茶を持って行っても受け付けてくれないし。でも、今日からケイトリンが復帰したと知ったら、寝起きの悪い王子も子犬のようにはしゃいで飛び起きるんじゃないかしら」

　アメリアがくすくすと笑う。

「アメリア殿、王子に対して不敬ですぞ。ケイトリン殿、準備ができたなら王子の部屋に向かいましょう。今日は、これから隣国の使者との謁見がございますからな。なんとしても十分で王子を起こして、朝の紅茶を飲ませてください」

「はい、分かりました」

　前と変わらず、ウィルキンソンがレオナルドの寝室の扉をおそるおそる開けて、ケイトリンを中に入れる。ケイトリンは、銀のティートロリーをそっと押してレオナルドの寝室に入った。

　レオナルドは、静かな寝息を立てていた。

　もちろん、ベッドに寝ているレオナルドは、素肌の上に上かけをかけただけだ。

　その無防備な寝姿に、ケイトリンは、初めてこの部屋に入った時のことを思い出した。あの頃は、まさかこんな日が来るとは思っていなかった。

　ちょうど、今日でお茶会の事件からひと月がたつ。城の地下にある水牢に閉じ込められ、危機に瀕したケイトリンを助けてくれたのはレオナルドだった。




　混乱するお茶会の会場では、レオナルドが瀕死の重体だと伝えられ、さらに大騒ぎとなった。ブラッドべリー公爵令嬢のクリスティーナは、蒼白になって、お茶会の会場から逃げようとしたという。

　その挙動不審な様子を怪しんだ王妃が、クリスティーナを問い詰め、事の真相が発覚した。なんと父親のブラッドベリー公爵も娘の企みに加担していたことが分かった。

　自分の息子が死にそうだというのに、冷静に周りを見極める王妃も肝が据わっている。

　ケイトリンは、さすが親子だと納得した。

　王妃は、すぐに夫である王に伝え、ブラッドベリー公爵を更迭したという。王妃も上辺は上品で優雅だが、いざというときには行動力がある。　

　その資質は、きっとレオナルドにも受け継がれているのだろう。

　クリスティーナは温情を受け、罪には問われなかった。その代わり、外国の修道院で一生を過ごすことになった。ブラッドベリー公爵も自ら公爵の爵位を返還した。そして、王都から永久追放されることとなった。今後、王族と関わることは殆どないだろう。




　ケイトリンはレオナルドが寝ているベッドにそっと近寄って、声をかけた。

「王子様、王子様、そろそろ起きてください。朝の紅茶のお時間ですよ」

「う……ん、ケイトリン……、ごめ、もうちょっと寝かせて……」

　最初の頃に比べたら、すこぶる寝起きはよくなった方だろう。

　声をかけただけで、枕を投げつけてくることもない。

「だめですよ……、ウィルキンソンさんが、今日は朝から使者との謁見があると言っています」

「う……ん、わかってる。だけど……」

　レオナルドがごろんと寝返りを打つ。すると裸の胸が露わになる。

　これには目のやり場に困ってしまう。そしてその下にあるものにも。

「じゃあ、ケイトリン、目覚めの一杯をくれる？　そうしたら起きるから」

「は、はい、すぐに……」

　ケイトリンは、レオナルドのあられもない場所を見つめていたのがばれないようにくるりと背を向けて紅茶を淹れようとした。が、その腕をぐいっと引っ張られ、寝台にぱふんと沈められてしまう。

　いつの間にか、レオナルドはケイトリンに覆いかぶさり、アクアマリン色をした優美なアーモンド形の瞳を悪戯いたづらっぽく揺らめかせた。

「ふ……、僕の言っている目覚めの一杯は紅茶じゃないよ。ケイトリン」

「え、わわ、王子様、ふぁ──」

　レオナルドの唇がケイトリンに重なった。とたんに甘い感覚に支配される。ぴったりと肌が密着して、レオナルドの逞しい身体に包み込まれてしまう。

　レオナルドは、まるで甘いクリーム菓子を堪能するようにケイトリンを味わった。

「ケイトリン、可愛い。愛しているよ」

「ん──、王子様、私も……、私も愛しています」

　二人は見つめ合って、くすりとほほ笑むと、レオナルドがケイトリンを深く寝台に沈めた。

　その頃、扉の外では、なかなか部屋を出てこない二人に、ウィルキンソンががっくりと肩を落としていた。あきらめの滲んだ声で、今朝の予定をすべてキャンセルするように召し使いに伝える。

　朝の紅茶がすっかり冷めたころ、ようやくレオナルドはガウンを着て、部屋を出て行った。

　戻ってきた王子の手には新しい銀のトレイがある。その上には高貴なベルガモットの香りの漂う淹れたてのアールグレイの紅茶に、庭で摘んだ薔薇の花が添えられている。ケイトリンの寝ているベッドサイドにセットすると耳元で囁いた。

「ケイトリン、起きて、僕の愛する婚約者殿」

　ふわりと髪をなでられ、ケイトリンは心地よさに喉を鳴らした。

　朝の日の光、大好きな淹れたての紅茶と、愛しい人が摘んでくれた一輪の薔薇。

　目を開けると、アクアマリンの瞳が優しく揺らめいていた。

　それはケイトリンが、夢に描いていたもの。

　これからは、こんなに満ち足りた素敵な朝をいつでも迎えることができるのだ。

「お寝坊さん、僕よりケイトリンの方が寝起きが悪いとは知らなかった」

「だってそれは、王子様が……んっ」

　口をとがらせて反論しようとしたのに、逆に甘く吸われしまう。その温もりがなんだかとても嬉しくて、ケイトリンはレオナルドに寄り添った。

「ケイトリン、今日はこのまま子作りしようか」

「やっ……、だめ、んっ……」

　レオナルドは、ケイトリンの唇を啄み、じゃれ合いながらくすくすと笑う。

　二人は、いつ醒めるともわからない、甘い甘い目覚めのキスに耽っていた。








了












※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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